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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料と、
　ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ
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【化１】

［式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
【化２】

の１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶ
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【化３】

の１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
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あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある］の化合物と、
を含む組成物。
【請求項２】
　前記有機材料は、ポリマー、オリゴヒドロキシ化合物、ワックス、脂肪または鉱油であ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記有機材料は、ポリマーであり、該ポリマーは、ポリオレフィンもしくはそのコポリ
マー、ポリスチレンもしくはそのコポリマー、ポリウレタンもしくはそのコポリマー、ポ
リエーテルであってエポキシド、オキセタンもしくはテトラヒドロフランの重合によって
得られるポリエーテルもしくはそのコポリマー、ポリエステルもしくはそのコポリマー、
ポリカーボネートもしくはそのコポリマー、ポリ（塩化ビニル）もしくはそのコポリマー
、ポリ（塩化ビニリデン）もしくはそのコポリマー、ポリスルホンもしくはそのコポリマ
ー、ポリブタジエンもしくはそのコポリマー、ポリ（酢酸ビニル）もしくはそのコポリマ
ー、ポリ（ビニルアルコール）もしくはそのコポリマー、ポリ（ビニルアセタール）もし
くはそのコポリマー、あるいはポリアミドもしくはそのコポリマーである、請求項２に記
載の組成物。
【請求項４】
　前記式中、
　Ｒ4およびＲ6は、水素であり、
　Ｒ5およびＲ7は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲP2およびＲP6は、互いに独立して、水素またはＣ1－アルキルであり、
　ＲP3およびＲP5は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　ＲO1およびＲO6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲO2は、水素またはＣ1－アルキルであり、
　ＲO5は、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　ＲM1は、水素またはＣ1－アルキルであり、
　ＲM3およびＲM5は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　ＲM6は、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
り、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ4－
アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
る、請求項１から３までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
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　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ12－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはフルオロである、請求項１から４までのいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項６】
　前記化合物は、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏの化合物であり、該式中、ＹPおよびＹOは、酸素
であるか、または共有結合を表し、
ＹPおよびＹOが酸素であるときに、
　Ｒ1P、Ｒ2P、Ｒ1OもしくはＲ2Oは、部分式ＩＩ－Ｍを表さず、
ＹPおよびＹOが共有結合を表すときに、
　Ｒ1PもしくはＲ1Oは、部分式ＩＩ－Ｍを表さない、請求項１から３までのいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項７】
　前記化合物は、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏの化合物であり、該式中、ＹPおよびＹOは、酸素
であり、
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、そしてＲ1OがＲ2Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶま
たはＶの１つを表し、
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、そしてＲ2OがＲ1Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶま
たはＶの１つを表し、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－
アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る、請求項１から６までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　成分ｂ）は、成分ａ）の質量に対して０．０００５％～１０％の量で含まれている、請
求項１から７までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　成分ｃ）として更なる添加剤を含む、請求項１から８までのいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１０】
　成分ｃ）として、成分ｂ）とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル
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、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤またはアミン系酸化防止剤である更なる添加剤を含
む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　成分ｃ）として、β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸のエステルであるフェノール系酸化防止剤を含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　成分ｄ）として、成分ｂ）とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル
、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤またはアミン系酸化防止剤である第二の更なる添加
剤を含むが、但し、成分ｄ）が成分ｃ）とは異なる物質である、請求項９から１１までの
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　請求項１に定義される酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料
の保護方法であって、
　－　請求項１に定義される有機材料を準備するステップと、
　－　請求項１に定義される式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物を、前記準備され
た有機材料中に導入するかまたは前記有機材料上に適用するステップと、
を含む、前記保護方法。
【請求項１４】
　前記有機材料は、請求項３に定義されるポリマーであり、該ポリマー中への導入が行わ
れ、かつ部分的または完全な導入は、１３５℃から３５０℃の間の温度で行われる、請求
項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１に定義される酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料
を酸化、熱または光による分解に対して安定化するための、請求項１に定義される式Ｉ－
Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の使用。
【請求項１６】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ
【化４】

［式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
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　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
【化５】

の１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶ

【化６】

の１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1
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0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある］の化合物。
【請求項１７】
　添加剤組成物であって、
　ｂ）請求項１に定義される式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
　ｃ）成分ｂ）とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル、酸捕捉剤、
フェノール系酸化防止剤またはアミン系酸化防止剤である更なる添加剤と、
を含む、前記添加剤組成物。
【請求項１８】
　成分ｃ）として、β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸のエステルであるフェノール系酸化防止剤を含む、請求項１７に記載の添加剤組成物
。
【請求項１９】
　成分ｄ）として、成分ｂ）とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル
、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤またはアミン系酸化防止剤である第二の更なる添加
剤を含むが、但し、成分ｄ）が成分ｃ）とは異なる物質である、請求項１７または１８に
記載の添加剤組成物。
【請求項２０】
　ＩＮ－Ｐ、ＩＮ－ＯまたはＩＮ－Ｍ
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【化７】

［式中、
　Ｚ1P-IN、Ｚ2P-IN、Ｚ1O-IN、Ｚ2O-IN、Ｚ1M-INおよびＺ2M-INは、互いに独立して、ハ
ロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、かつ
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る］の中間体化合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、安定化されるべき有機材料と、安定化剤としての特定の群の含リンの３－フ
ェニル－ベンゾフラン－２－オン誘導体とを含む組成物に関する。更なる実施形態は、前
記特定の群の３－フェニル－ベンゾフラン－２－オン誘導体による有機材料の保護方法、
安定化のための該誘導体の使用、該特定の群の３－フェニル－ベンゾフラン－２－オン誘
導体、該誘導体を含む添加剤組成物、該添加剤組成物の製造方法およびそれに関連する中
間体である。
【０００２】
　ＷＯ８０／０１５６６Ａは、安定化剤としてのベンゾフラン－２－オンまたはインドリ
ン－２－オン誘導体を開示している。
【０００３】
　ＵＳ５４２８１６２は、安定化剤として、とりわけ、ジ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ホスホ
ネート基によって置換された３－フェニル－３Ｈ－ベンゾフラン－２－オン誘導体、例え
ば以下に示される化合物番号１２０（＝２－［４－（５－メチル－２－オキソ－３Ｈ－ベ
ンゾフラン－３－イル）フェノキシ］エチル　２－ジエトキシホスホリルアセテート）を
開示している。
【０００４】
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【化１】

【０００５】
　ＥＰ２５００３４１Ａは、安定化剤として、とりわけ、オキソカルボニルフェニルまた
はとりわけフェノール基を含むオキソカルボニル基によって置換された、３－フェニル－
３Ｈ－ベンゾフラン－２－オン誘導体、例えば以下に示される化合物ＣＴ－５００、ＣＴ
－５０１またはＣＴ－５０２を開示している。
【０００６】

【化２】

【０００７】
　目下、特定の群の含リンのベンゾフラン－２－オン誘導体が、熱、光および／または酸
化による分解に対して有機材料を安定化させるために適していることが判明した。
【０００８】
　本発明は、
ａ）酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料と、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ
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【化３】

［式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
【化４】

の１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶ
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【化５】

の１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
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　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある］の化合物と、
を含む組成物に関する。
【０００９】
　部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯまたはＩＩ－Ｍの１つの結合点は、文字を伴わず空白の線端
によって示されている。部分式ＩＩＩ、ＩＶまたはＶの２つの結合点は、それぞれ文字を
伴わず空白のそれぞれの線端によって示されている。
【００１０】
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表すのであれば、Ｒ2PはＲ1Pと一緒になっ
て、Ｒ2OはＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MはＲ1Mと一緒になって同じ部分式を表す。
【００１１】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物は、少なくとも１つの不斉炭素原子を、すなわ
ちベンゾフラン－２－オン構造単位の３位の炭素原子を有する。更なる不斉炭素原子は、
少なくとも４つの炭素原子を有するアルキル置換基中に存在してよい。３つの異なる置換
基で置換されたリン原子は、温度に依存して不斉リン原子をもたらしうる制約された反転
を示しうる。本発明は、これらのエナンチオマー、生ずるジアステレオマーまたはそれら
の混合物のいずれか１つに関する。
【００１２】
　非置換のＣ6～Ｃ10－アリールまたはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハ
ロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリールは、例えばフェ
ニル、２－メチル－フェニル、３－メチル－フェニル、４－メチル－フェニル、２，４－
ジメチルフェニル、３，５－ジメチル－フェニル、４－（１，１－ジメチルエチル）－フ
ェニル、４－（１，１，３，３－テトラメチルペンチル）－フェニル、ナフタレン－１－
イル、ナフタレン－２－イル、６－メチル－ナフタレン－２－イル、４－フェニル－フェ
ニル、２－メトキシ－フェニル、３－メトキシ－フェニル、４－メトキシ－フェニル、２
－エトキシフェニル、３－エトキシ－フェニル、３－（ｎ－プロポキシ）－フェニル、４
－（１，１－ジメチルエトキシ）－フェニル、２－クロロ－フェニル、３－クロロフェニ
ル、４－クロロフェニル、２－クロロ－４－メチルフェニルである。非置換のＣ6～Ｃ10

－アリールまたはＣ1～Ｃ8－アルキルもしくはＣ1～Ｃ8－アルコキシによって置換された
Ｃ6～Ｃ10－アリールが好ましい。非置換またはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換された
フェニルは特に好ましい。フェニルは殊に好ましい。
【００１３】
　Ｃ1～Ｃ8－アルキルは、直鎖状または分枝鎖状であり、例えばメチル、エチル、ｎ－プ
ロピル、１－メチル－エチル、ｎ－ブチル、１－メチル－プロピル、２－メチル－プロピ
ル、１，１－ジメチル－エチル、ｎ－ペンチル、１－メチル－ブチル、３－メチル－ブチ
ル、ｎ－ヘキシル、１－メチル－ペンチル、２－メチル－ペンチル、４－メチル－ペンチ
ル、２－エチル－ブチル、ｎ－ヘプチル、１－メチル－ヘキシル、ｎ－オクチル、１－メ
チル－ヘプチル、２－エチル－ヘキシル、５，５－ジメチル－ヘキシルまたは１，１，３
，３－テトラメチル－ブチルである。Ｃ1～Ｃ4－アルキルまたはＣ8－アルキルが好まし
く、メチル、エチル、１－メチル－エチル、１－メチル－プロピル、１，１－ジメチル－
エチルまたは１，１，３，３－テトラメチル－ブチルが特に好ましい。Ｃ1～Ｃ4－アルキ
ルが好ましく、メチル、エチル、１－メチル－エチル、１－メチル－プロピル、１，１－
ジメチル－エチルが特に好ましく、メチル、１－メチル－プロピルまたは１，１－ジメチ
ル－エチルが殊に好ましい。
【００１４】
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　Ｃ1～Ｃ8－アルコキシは、直鎖状または分枝鎖状であり、例えばメトキシ、エトキシ、
ｎ－プロポキシ、１－メチル－エトキシ、ｎ－ブトキシ、１－メチル－プロポキシ、１，
１－ジメチル－エトキシ、ｎ－ペントキシ、２－メチル－ペントキシ、２－エチル－ブト
キシ、１－メチル－ヘキソキシ、ｎ－オクトキシ、１－メチル－ヘプトキシ、２－エチル
－ヘキソキシ、１，１，３，３－テトラメチル－ブトキシである。Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ
が好ましく、メトキシが特に好ましい。
【００１５】
　ハロゲンは、例えばフッ素原子（＝フルオロ）、塩素原子（＝クロロ）、臭素原子（＝
ブロモ）またはヨウ素原子（＝ヨード）である。塩素原子またはフッ素原子が好ましく、
フッ素原子が特に好ましい。
【００１６】
　Ｃ1～Ｃ18－アルキルは、直鎖状または分枝鎖状であり、例えばメチル、エチル、ｎ－
プロピル、１－メチル－エチル、ｎ－ブチル、１－メチル－プロピル、２－メチル－プロ
ピル、１，１－ジメチル－エチル、ｎ－ペンチル、１－メチル－ブチル、３－メチル－ブ
チル、ｎ－ヘキシル、１－メチル－ペンチル、２－メチル－ペンチル、４－メチル－ペン
チル、２－エチル－ブチル、ｎ－ヘプチル、１－メチル－ヘキシル、ｎ－オクチル、１－
メチル－ヘプチル、２－エチル－ヘキシル、５，５－ジメチル－ヘキシル、１，１，３，
３－テトラメチル－ブチル、ｎ－ノニル、２－エチル－ヘプチル、ｎ－デシル、ウンデシ
ル、ｎ－ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ｎ－ヘキサデシルまたは
ｎ－オクタデシルである。Ｃ1～Ｃ18－アルキルが好ましく、Ｃ1～Ｃ12－アルキルが特に
好ましい。
【００１７】
　Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキルは、非置換またはＣ1～Ｃ4－アルキルによって置換されて
おり、例えばシクロブチル、シクロペンチル、３，４－ジメチル－シクロペンチル、シク
ロヘキシル、４－メチル－シクロヘキシル、４－（１－メチルエチル）－シクロヘキシル
、４－（１，１－ジメチルエチル）－シクロヘキシル、３，５－ジメチル－シクロヘキシ
ル、５－メチル－２－（１－メチル－エチル）－シクロヘキシル、シクロヘプチル、シク
ロオクチルまたはシクロドデシルである。Ｃ5～Ｃ7－シクロアルキルが好ましく、シクロ
ヘキシルが特に好ましい。
【００１８】
　Ｃ7～Ｃ13－アラルキルは、例えばベンジル、４－メチル－ベンジル、２－フェニル－
エチル、３，５－ジメチルベンジル、１－フェニル－１，１－ジメチル－メチル、３－フ
ェニル－プロピル、３－フェニル－２－メチル－プロピル、３，５－ジ－ｔ－ブチル－ベ
ンジルまたは４－フェニル－フェニル－メチルである。ベンジルが好ましい。
【００１９】
　Ｃ2～Ｃ18－アルケニルは、直鎖状または分枝鎖状であり、例えばビニル、アリル、Ｚ
－もしくはＥ－ブタ－２－エン－イル、Ｚ－もしくはＥ－ブタ－３－エン－イル、Ｚ－も
しくはＥ－ペンタ－２－エン－イル、ペンタ－４－エン－イル、Ｚ－もしくはＥ－２－メ
チル－ブタ－２－エン－イル、Ｚ－もしくはＥ－３－メチル－ブタ－３－エン－イル、Ｚ
－もしくはＥ－ヘキサ－１－エン－イル、Ｚ－もしくはＥ－ヘキサデカ－９－エン－イル
またはＺ－もしくはＥ－オクタデカ－９－エン－イル、（９Ｚ，１２Ｚ）－オクタデカ－
９，１２－ジエン－イルもしくは（９Ｚ，１２Ｚ，１５Ｚ）－オクタデカ－９，１２，１
５－トリエン－イルである。アリルが好ましい。
【００２０】
　１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキルは、直鎖状または分枝鎖
状であり、例えばメトキシ－メチル、２－メトキシ－エチル、２－エトキシ－エチル、２
－（２－メトキシ－エトキシ）－エチル、２－ｎ－ブトキシ－エチル、２－［２－（２－
メトキシ－エトキシ）－エトキシ］－エチル、２－［２－［２－（２－メトキシ－エトキ
シ）－エトキシ］－エトキシ］－エチル、２－（２－メトキシ－１－メチル－エトキシ）
－１－メチル－エチル、３－（ｎ－プロポキシ）－プロピル、２－［２－［２－（２－ｎ
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－ブトキシ－エトキシ）－エトキシ］－エトキシ］－エチル、２－［２－（２－ｎ－ブト
キシ－２－メチル－エトキシ）－２－メチル－エトキシ］－２－メチル－エチルまたは２
－［（２－ｎ－ラウリル）－エトキシ］－エチルである。２－メトキシ－エチルまたは２
－エトキシ－エチルが好ましい。
【００２１】
　１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルは、直鎖状または分枝鎖状で
あり、例えば２－（メチル－スルファニル）－エチル、３－チアウンデシルまたは３－チ
アペンタデシルである。
【００２２】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料は、例えばポリマー、
オリゴヒドロキシ化合物、ワックス、脂肪または鉱油である。
【００２３】
　ポリマーは、天然、半合成もしくは合成のポリマーであってよい。天然ポリマーは、更
なる合成的変性をせずに天然源から単離される。合成ポリマーは、天然源から単離された
ポリマー部を含まない。半合成ポリマーは、少なくとも１つの天然ポリマー部を含み、そ
の際、該天然ポリマー部は、合成的に変性されてよく、かつ／またはモノマーと反応する
ことで、半合成ポリマーが形成されうる。
【００２４】
　ポリマーは熱可塑性であってよい。すなわち、該ポリマーは、高められた温度で、例え
ば１３５℃～３５０℃の範囲、特に１５０℃～３４０℃の範囲の温度で新たな形状に成形
されうる。
【００２５】
　コポリマーは、少なくとも２つの異なるモノマーが共重合されているポリマーである。
１つのモノマーの質量含分が、全てのモノマーの質量に対して５０％を上回るコポリマー
が好ましい。
【００２６】
　好ましくは、ポリマーは、１種以上のモノマー単位の連続によって特徴付けられ、かつ
少なくとも１つの他のモノマー単位もしくは他の反応物と共有結合している少なくとも３
つのモノマー単位を含む分子による単純重量過半数の部分を含むとともに、同一の分子量
の分子による単純重量過半数より少ない部分からなる分子からなる物質である。そのよう
な分子は、分子量の差が主にモノマー単位の数の差に帰せられる分子量分布を有していな
ければならない。この定義の内容においては、モノマー単位は、ポリマー中の反応された
形のモノマーを意味する。
【００２７】
　ポリマーの例は、以下の通りである。
【００２８】
　１．　モノオレフィンのポリマーおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレ
ン、ポリイソブチレン、ポリブタ－１－エン、ポリ－４－メチルペンタ－１－エン、ポリ
ビニルシクロヘキサン、ポリイソプレンもしくはポリブタジエンならびにシクロオレフィ
ンのポリマー、例えばシクロペンテンもしくはノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（
場合により架橋されていてよい）、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度およ
び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度および超高分子量ポリエチレン（
ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰ
Ｅ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬＤＰＥ）および（ＵＬＤＰＥ）
。
【００２９】
　ポリオレフィン、すなわち先の段落に例示したモノオレフィンのポリマー、好ましくは
ポリエチレンおよびポリプロピレンは、種々の方法、特に以下の方法によって製造できる
：
ａ）　ラジカル重合（通常は、高圧および高められた温度下で）
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ｂ）　周期律表の第ＩＶｂ族、第Ｖｂ族、第ＶＩｂ族（例えばクロム）もしくは第ＶＩＩ
Ｉ族の１種のもしくは１種より多くの金属を通常含む触媒を使用した触媒重合。これらの
金属は、通常は、１種もしくは１種より多くの配位子、一般に酸化物、ハロゲン化物、ア
ルコレート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニルおよび／またはアリー
ルを有し、それらはπ配位またはσ配位されていてよい。これらの金属錯体は、遊離形ま
たは基材上に、一般に活性化された塩化マグネシウム、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナ
もしくは酸化ケイ素上に固定化されていてよい。これらの触媒は、重合媒体中に可溶性ま
たは不溶性であってよい。前記触媒は、それ自体で重合において使用できるか、または更
に活性化剤を、一般的に金属アルキル、金属水素化物、金属アルキルハロゲン化物、金属
アルキル酸化物もしくは金属アルキルオキサンを使用でき、前記金属は、周期律表の第Ｉ
ａ族、第ＩＩａ族および／または第ＩＩＩａ族の元素である。前記活性化剤は、適宜、更
なるエステル基、エーテル基、アミン基もしくはシリルエーテル基で変性されてよい。こ
れらの触媒系は、通常は、フィリップス（Ｐｈｉｌｌｉｐｓ）触媒、スタンダード・オイ
ル・インディアナ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｏｉｌ　Ｉｎｄｉａｎａ）触媒、ツィーグラー（
ナッタ）触媒、ＴＮＺ（デュポン）触媒、メタロセン触媒またはシングルサイト触媒（Ｓ
ＳＣ）と呼ばれる。
【００３０】
　２．　前記１）で挙げたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレン
との混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／
ＬＤＰＥ）ならびに異なる種類のポリエチレンの混合物（例えばＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００３１】
　３．　モノオレフィンおよびジオレフィンの互いのコポリマーまたはそれらと他のビニ
ルモノマーとのコポリマー、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、直鎖状低密度ポリ
エチレン（ＬＬＤＰＥ）およびそれと低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロ
ピレン／ブタ－１－エンコポリマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／
ブタ－１－エンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテン
コポリマー、エチレン／ヘプテンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン
／ビニルシクロヘキサンコポリマー、エチレン／シクロオレフィンコポリマー（例えばエ
チレン／ノルボルネン、例えばＣＯＣ）、エチレン／１－オレフィンコポリマー（その際
、１－オレフィンはインサイチューで生成される）、プロピレン／ブタジエンコポリマー
、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキセンコポリマー、
エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／アルキルメタクリレートコポリ
マー、エチレン／酢酸ビニルコポリマーまたはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそ
れらの塩（イオノマー）ならびにエチレンとプロピレンおよびジエン、例えばヘキサジエ
ン、ジシクロペンタジエンもしくはエチリデン－ノルボルネンとのターポリマーおよびか
かるコポリマーの互いの混合物およびかかるコポリマーと前記１）に挙げたポリマーとの
混合物、例えばポリプロピレン／エチレン－プロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン
－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡ
Ａ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互もしくはランダムポリアルキ
レン／一酸化炭素コポリマーならびにそれと他のポリマー、例えばポリアミドとの混合物
。
【００３２】
　２種のモノオレフィンの特別なコポリマーは、パイプグレードのポリプロピレンランダ
ムコポリマーであり、前記コポリマーは、９０質量％を上回るプロピレンと、１０質量％
を下回る、一般に２～６質量％のエチレンの重合から得られる。
【００３３】
　４．　炭化水素樹脂（例えばＣ5～Ｃ9）であって、その水素化された変性物（例えば粘
着剤）およびポリアルキレンおよびデンプンの混合物を含む樹脂。
【００３４】
　前記１）～４）のホモポリマーおよびコポリマーは、任意の立体構造を有してよく、前
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記構造は、シンジオタクチック構造、アイソタクチック構造、ヘミアイソタクチック構造
もしくはアタクチック構造を含み、その際、アイソタクチックポリマーが好ましい。ステ
レオブロックポリマーも含まれる。
【００３５】
　５．　ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００３６】
　６．　ビニル芳香族モノマー、例えばスチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン
の全ての異性体、特にｐ－ビニルトルエン、エチルスチレンの全ての異性体、プロピルス
チレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタレンおよびビニルアントラセンから誘導される
芳香族ホモポリマーおよびコポリマーならびにそれらの混合物。ホモポリマーおよびコポ
リマーは、任意の立体構造を有してよく、前記構造は、シンジオタクチック構造、アイソ
タクチック構造、ヘミアイソタクチック構造もしくはアタクチック構造を含み、その際、
アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマーも含まれる。
【００３７】
　６ａ．　上述のビニル芳香族モノマーと、エチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル、
酸、無水マレイン酸、マレイミド、酢酸ビニルおよび塩化ビニルまたはアクリル酸誘導体
およびそれらの混合物から選択されるコモノマーを含むコポリマー、例えばスチレン／ブ
タジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（インターポリマー）、ス
チレン／アルキルメタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチ
レン／ブタジエン／アルキルメタクリレート、スチレン／無水マレイン酸、スチレン／ア
クリロニトリル／メチルアクリレートを含むコポリマー、耐衝撃強さのスチレンコポリマ
ーと別のポリマー、例えばポリアクリレート、ジエンポリマーもしくはエチレン／プロピ
レン／ジエンターポリマーの混合物ならびにスチレンのブロックコポリマー、例えばスチ
レン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレン／エチレン／
ブチレン／スチレンもしくはスチレン／エチレン／プロピレン／スチレンのブロックコポ
リマー。
【００３８】
　６ｂ．　前記６．）で挙げたポリマーの水素化から誘導される水素化された芳香族ポリ
マー、特にアタクチックポリスチレンの水素化によって製造されたポリシクロヘキシルエ
チレン（ＰＣＨＥ）を含むポリマー（しばしばポリビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）と
呼ばれる）。
【００３９】
　６ｃ．　前記６ａ．）で挙げられるポリマーの水素化から誘導される水素化された芳香
族ポリマー。
【００４０】
　ホモポリマーおよびコポリマーは、任意の立体構造を有してよく、前記構造は、シンジ
オタクチック構造、アイソタクチック構造、ヘミアイソタクチック構造もしくはアタクチ
ック構造を含み、その際、アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマー
も含まれる。
【００４１】
　７．　ビニル芳香族モノマー、例えばスチレンもしくはα－メチルスチレンのグラフト
コポリマー、例えばポリブタジエン上のスチレン、ポリブタジエン－スチレンもしくはポ
リブタジエン－アクリロニトリルコポリマー上のスチレン、ポリブタジエン上のスチレン
およびアクリロニトリル（もしくはメタクリロニトリル）、ポリブタジエン上のスチレン
、アクリロニトリルおよびメチルメタクリレート、ポリブタジエン上のスチレンおよび無
水マレイン酸、ポリブタジエン上のスチレン、アクリロニトリルおよび無水マレイン酸、
ポリブタジエン上のスチレンおよびマレイミド、ポリブタジエン上のスチレンおよびアル
キルアクリレートもしくはメタクリレート、エチレン／プロピレン／ジエンターポリマー
上のスチレンおよびアクリロニトリル、ポリアルキルアクリレートもしくはポリアルキル
メタクリレート上のスチレンおよびアクリロニトリル、アクリレート／ブタジエンコポリ
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マー上のスチレンおよびアクリロニトリルならびにそれらと前記６）に列記されたコポリ
マーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＭＢＳ、ＡＳＡもしくはＡＥＳポリマーとして知られる
コポリマー混合物。
【００４２】
　８．　ハロゲン含有ポリマー、ポリクロロプレン、塩素化ゴム、塩素化および臭素化さ
れたイソブチレン－イソプレンのコポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化もしくはスルホ
塩素化されたポリエチレン、エチレンおよび塩素化されたエチレンのコポリマー、エピク
ロロヒドリンのホモポリマーおよびコポリマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリマ
ー、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデンな
らびにそれらのコポリマー、例えば塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／酢酸ビニ
ルまたは塩化ビニリデン／酢酸ビニルコポリマー。
【００４３】
　９．　α，β－不飽和酸およびそれらの誘導体から誘導されるポリマー、例えばポリア
クリレートおよびポリメタクリレート、ポリメチルメタクリレート、ポリアクリルアミド
およびポリアクリロニトリルであって、ブチルアクリレートで耐衝撃改質されたもの。
【００４４】
　１０．　前記９）で挙げたモノマーの互いのまたは前記モノマーと他の不飽和モノマー
とのコポリマー、例えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／
アルキルアクリレートコポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレート
またはアクリロニトリル／ビニルハロゲン化物コポリマーまたはアクリロニトリル／アル
キルメタクリレート／ブタジエンターポリマー。
【００４５】
　１１．　不飽和アルコールおよびアミンから誘導されるポリマーまたはそれらのアシル
誘導体またはアセタール、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルス
テアレート、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、
ポリアリルフタレートまたはポリアリルメラミン、ならびにそれらと前記１）で挙げられ
たオレフィンとのコポリマー。
【００４６】
　１２．　環状エーテルのホモポリマーおよびコポリマー、例えばポリアルキレングリコ
ール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドまたはそれらとビスグリシジルエ
ーテルとのコポリマー。
【００４７】
　１３．　ポリアセタール、例えばポリオキシメチレンおよびコモノマーとしてエチレン
オキシドを含むポリオキシメチレン、熱可塑性ポリウレタン、アクリレートもしくはＭＢ
Ｓで変性されたポリアセタール。
【００４８】
　１４．　ポリフェニレンオキシドおよびスルフィドならびにポリフェニレンオキシドと
スチレンポリマーもしくはポリアミドとの混合物。
【００４９】
　１５．　ポリウレタン、例えばポリオールおよび脂肪族もしくは芳香族のポリイソシア
ネートから合成されたポリウレタン、例えば一方でヒドロキシ末端ポリエーテル、ポリエ
ステルもしくはポリブタジエンと、他方で脂肪族もしくは芳香族のポリイソシアネートと
から誘導されるポリウレタンならびにそれらの前駆体。
【００５０】
　ヒドロキシル末端ポリエーテルは公知であり、かつ例えばエポキシド、例えばエチレン
オキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、テトラヒドロフラン、スチレンオキ
シドもしくはエピクロロヒドリンのそれら自体との、例えばＢＦ3の存在下での重合によ
って、またはこれらのエポキシドの単独でのもしくは混合物としてのまたは連続的に反応
性水素原子を含む出発成分との、例えば水、アルコール、アンモニアもしくはアミン、例
えばエチレングリコール、プロピレン１，３－および１，２－グリコール、トリメチロー
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ルプロパン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルプロパン、アニリン、エタノールアミン
もしくはエチレンジアミンとの付加反応によって製造される。スクロースポリエーテルも
本発明によれば好適である。多くの場合において、主として（ポリエーテル中に存在する
ＯＨ基全てに対して９０質量％まで）第一級ＯＨ基を含む前記ポリエーテルが好ましい。
更に、ビニルポリマーにより変性されたポリエーテルであって、例えばスチレンおよびア
クリロニトリルのポリエーテルの存在下での重合によって形成されたものは、ＯＨ基を含
むポリブタジエンと同様に適している。
【００５１】
　特に、ポリオール化合物は、４００～１００００、特に８００～１００００の分子量を
有し、かつ幾つかのヒドロキシル基を有する、特に２～８個のヒドロキシル基を、殊に２
～４個のヒドロキシル基を有する化合物である。
【００５２】
　好適なポリイソシアネートは、脂肪族のもしくは芳香族の、例えばエチレンジイソシア
ネート、１，４－テトラメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソシア
ネート、１，１２－ドデカンジイソシアネート、シクロブタン１，３－ジイソシアネート
、シクロヘキサン１，３－および１，４－ジイソシアネートおよびまた任意の所望のこれ
らの異性体の混合物、１－イソシアナト－３，３，５－トリメチル－５－イソシアナトメ
チルシクロヘキサン、２，４－および２，６－ヘキサヒドロトリレンジイソシアネートお
よびまたこれらの異性体の任意の所望の混合物、ヘキサヒドロ－１，３－および／または
－１，４－フェニレンジイソシアネート、ペルヒドロ－２，４’－および／または－４，
４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、１，３－および１，４－フェニレンジイソシ
アネート、２，４－および２，６－トリレンジイソシアネートおよびまたこれらの異性体
の任意の所望の混合物、ジフェニルメタン２，４’－および／または－４，４’－ジイソ
シアネート、ナフチレン１，５－ジイソシアネート、トリフェニルメタン４，４’，４’
’－トリイソシアネート、ポリフェニル－ポリメチレンポリイソシアネートであって、ア
ニリン－ホルムアルデヒド縮合に引き続きホスゲン化によって得られたもの、ｍ－および
ｐ－イソシアナトフェニルスルホニルイソシアネート、過塩素化アリールポリイソシアネ
ート、カルボジイミド基を含むポリイソシアネート、アロファネート基を含むポリイソシ
アネート、イソシアヌレート基を含むポリイソシアネート、ウレタン基を含むポリイソシ
アネート、アシル化されたウレア基を含むポリイソシアネート、ビウレット基を含むポリ
イソシアネート、エステル基を含むポリイソシアネート、前記イソシアネートとアセター
ルとの反応生成物ならびにポリマー脂肪酸基を含むポリイソシアネートである。
【００５３】
　また、イソシアネート基を含む蒸留残分をそのままでまたは前記の１種以上のポリイソ
シアネート中に溶解させて使用することも可能であり、それらは、イソシアネートの工業
的製造の過程で得られる。更に、前記のポリイソシアネートの任意の所望の混合物を使用
することが可能である。
【００５４】
　好ましくは、２，４－もしくは２，６－トリレンジイソシアネートならびにこれらの異
性体の任意の所望の混合物（「ＴＤＩ」）、ポリフェニル－ポリメチレン－ポリイソシア
ネートであってアニリン－ホルムアルデヒド縮合に引き続きホスゲン化することによって
製造されたもの（「粗製ＭＤＩ」）またはカルボジイミド基、ウレタン基、アロファネー
ト基、イソシアヌレート基、ウレア基もしくはビウレット基を含むポリイソシアネート（
「変性ポリイソシアネート」）。
【００５５】
　前記ポリウレタンは、均質なポリウレタンであっても、または多孔質であってもよい。
【００５６】
　１６．　ジアミンおよびジカルボン酸から、および／またはアミノカルボン酸もしくは
相応のラクタムから誘導されたポリアミドおよびコポリアミド、例えばポリアミド４、ポ
リアミド６、ポリアミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポ
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リアミド１１、ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミンおよびアジピン酸から出発する芳
香族ポリアミド、ヘキサメチレンジアミンおよびイソフタル酸および／またはテレフタル
酸から製造された、改質剤としてのエラストマーを有するもしくは有さないポリアミド、
例えばポリ－２，４，４－トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミドまたはポリ－ｍ－
フェニレンイソフタルアミドならびにまた上述のポリアミドとポリオレフィン、オレフィ
ンコポリマー、イオノマーまたは化学結合したもしくはグラフトしたエラストマーとの、
またはポリエーテルとの、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールも
しくはポリテトラメチレングリコールとのブロックコポリマーならびにＥＰＤＭもしくは
ＡＢＳで変性されたポリアミドもしくはコポリアミド、およびプロセシングの間に縮合さ
れるポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
【００５７】
　１７．　ポリウレア、ポリイミド、ポリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエ
ステルイミド、ポリヒダントインおよびポリベンゾイミダゾール。
【００５８】
　１８．　ジカルボン酸およびジオールからおよび／またはヒドロキシカルボン酸または
相応のラクトンもしくはラクチドから誘導されるポリエステル、例えばポリエチレンテレ
フタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサン
テレフタレート、ポリアルキレンナフタレートおよびポリヒドロキシベンゾエートならび
にヒドロキシ末端ポリエーテルから誘導されるコポリエーテルエステルおよびまたポリカ
ーボネートもしくはＭＢＳで変性されたポリエステル。コポリエステルは、例えばそれら
に制限されないが、ポリブチレンスクシネート／テレフタレート、ポリブチレンアジペー
ト／テレフタレート、ポリテトラメチレンアジペート／テレフタレート、ポリブチレンス
クシネート／アジペート、ポリブチレンスクシネート／カーボネート、ポリ－３－ヒドロ
キシブチレート／オクタノエートコポリマー、ポリ－３－ヒドロキシブチレート／ヘキサ
ノエート／デカノエートターポリマーを含んでよい。更に、脂肪族ポリエステルは、例え
ばそれらに制限されないが、ポリ（ヒドロキシアルカノエート）、特にポリ（プロピオラ
クトン）、ポリ（ブチロラクトン）、ポリ（ピバロラクトン）、ポリ（バレロラクトン）
およびポリ（カプロラクトン）、ポリエチレンスクシネート、ポリプロピレンスクシネー
ト、ポリブチレンスクシネート、ポリヘキサメチレンスクシネート、ポリエチレンアジペ
ート、ポリプロピレンアジペート、ポリブチレンアジペート、ポリヘキサメチレンアジペ
ート、ポリエチレンオキサレート、ポリプロピレンオキサレート、ポリブチレンオキサレ
ート、ポリヘキサメチレンオキサレート、ポリエチレンセバケート、ポリプロピレンセバ
ケート、ポリブチレンセバケートおよびポリ乳酸（ＰＬＡ）ならびにポリカーボネートも
しくはＭＢＳで変性された相応のポリエステルのクラスを含んでよい。用語「ポリ乳酸（
ＰＬＡ）」は、好ましくはポリ－Ｌ－ラクチドのホモポリマーおよびそれと他のポリマー
とのブレンドもしくはアロイのいずれか、乳酸もしくはラクチドと他のモノマー、例えば
ヒドロキシカルボン酸、例えばグリコール酸、３－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ酪酸
、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、６－ヒドロキシカプロン酸とのコポリ
マーおよびそれらの環式形を表す。前記用語「乳酸」または「ラクチド」は、Ｌ－乳酸、
Ｄ－乳酸、それらの混合物および二量体、すなわちＬ－ラクチド、Ｄ－ラクチド、メソラ
クチドおよびそれらの任意の混合物を含む。
【００５９】
　１９．　ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネート。
【００６０】
　２０．　ポリケトン。
【００６１】
　２１．　ポリスルホン、ポリエーテルスルホンおよびポリエーテルケトン。
【００６２】
　２２．　一方でアルデヒドと、他方でフェノール、ウレアおよびメラミンとから誘導さ
れた架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、ウレア／ホルムアルデヒ
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ド樹脂およびメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００６３】
　２３．　乾燥性および非乾燥性アルキド樹脂。
【００６４】
　２４．　飽和のおよび不飽和のジカルボン酸と架橋剤としての多価アルコールおよびビ
ニル化合物とのコポリエステルから誘導される不飽和ポリエステル樹脂およびまたその低
可燃性のハロゲン含有改質物。
【００６５】
　２５．　置換されたアクリレート、例えばエポキシアクリレート、ウレタンアクリレー
トまたはポリエステルアクリレートから誘導された架橋可能なアクリル樹脂。
【００６６】
　２６．　アルキド樹脂、ポリエステル樹脂およびアクリレート樹脂であって、メラミン
樹脂、ウレア樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネートもしくはエ
ポキシ樹脂で架橋された前記樹脂。
【００６７】
　２７．　脂肪族、脂環式、複素環式もしくは芳香族のグリシジル化合物から誘導される
架橋されたエポキシ樹脂、例えばビスフェノールＡおよびビスフェノールＦのジグリシジ
ルエーテルの生成物であって、慣用の硬化剤で、例えば無水物もしくはアミンで、促進剤
を用いてまたは用いずに架橋された前記樹脂。
【００６８】
　２８．　天然ポリマー、例えばセルロース、ゴム、ゼラチンおよびそれらの化学的に変
性された同族誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロースおよび酪酸セルロ
ースまたはセルロースエーテル、例えばメチルセルロースならびにロジンおよびそれらの
誘導体。
【００６９】
　２９．　前記ポリマーのブレンド（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミ
ド／ＥＰＤＭもしくはＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ
／ＡＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／
アクリレート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート
、ＰＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６およびコポリマー、ＰＡ／Ｈ
ＤＰＥ、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳまたはＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ
。
【００７０】
　３０．　天然産生および合成の有機材料であって、純粋なモノマー化合物またはかかる
化合物の混合物である前記樹脂、例えば鉱油、動物性脂肪および植物性脂肪、オイルおよ
びワックスまたは合成エステル（例えばフタル酸エステル、アジピン酸エステル、リン酸
エステルもしくはトリメリト酸エステル）をベースとするオイル、脂肪およびワックスな
らびにまた合成エステルと鉱油との任意の比率での混合物、一般的には、紡績用組成物と
して使用される混合物、ならびにかかる材料の水性エマルジョン。
【００７１】
　３１．　天然ゴムもしくは合成ゴムの水性エマルジョン、例えば天然ラテックスまたは
カルボキシル化されたスチレン／ブタジエンコポリマーのラテックス。
【００７２】
　オリゴヒドロキシ化合物は、２つ以上のヒドロキシル基を有するが、経済協力開発機構
のポリマーについての定義によるポリマーではない。オリゴヒドロキシ化合物の例は、エ
チレングリコール、プロピレングリコール、ブタン－１，２－ジオール、ブタン－１，４
－ジオール、ヘキサン－１，２－ジオール、ヘキサン－１，６－ジオール、シクロヘキサ
ン－１，２－ジオール、グリセロール、ペンタエリトリトール、Ｄ－フルクトース、Ｄ－
グルシトール、マンニトールもしくはサッカロースである。
【００７３】
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　ワックスは、例えば蝋酸とアルコールとのエステル、例えばＣ22～Ｃ34－モノカルボン
酸のＣ15～Ｃ36－モノアルコール、トリテルペンアルコールまたはステロイドアルコール
でエステル化されたエステルである。かかるエステルは、例えばカルナウバ蝋、蜜蝋また
はホホバオイル中に含まれる。更なる種類のワックスは、例えばＣ1化学を基礎とするフ
ィッシャー・トロプシュワックスである。
【００７４】
　脂肪は、グリセロールおよび脂肪族の飽和もしくは不飽和のカルボン酸のエステル、例
えばモノアシルグリセロール、ジアシルグリセロールまたはトリアシルグリセロールであ
る。好ましくは、前記カルボン酸は直鎖状である。好ましくは、前記カルボン酸は、Ｃ8

～Ｃ22－カルボン酸である。
【００７５】
　鉱油は、脂肪族の液状飽和炭化水素であって、原油、コールタール、ビチューメンター
ル（ｂｉｔｕｍｉｎｏｕｓ　ｔａｒ）、木材または泥炭からの蒸留によって得られる炭化
水素である。前記鉱油は、液状、半固体または固体であってよい。後者の場合には、鉱物
脂肪と呼ばれる。鉱油のための例は、ベンジン、ディーゼルオイル、燃料オイル、ビチュ
ーメンまたはケロシンである。好ましい鉱油は、直鎖状または分枝鎖状の飽和Ｃ8～Ｃ22

－炭化水素である。特に好ましいのは、飽和のＣ8～Ｃ14－炭化水素である。
【００７６】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）とを含む組成物であって、前記有機材料が、ポリマー、オ
リゴヒドロキシ化合物、ワックス、脂肪または鉱油である組成物が好ましい。
【００７７】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）とを含む組成物であって、前記有機材料が、ポリマー、特
に合成ポリマーもしくは半合成ポリマー、殊に合成もしくは半合成の熱可塑性ポリマーで
ある組成物が好ましい。
【００７８】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）とを含む組成物であって、前記有機材料が、ポリマーであ
り、該ポリマーは、ポリオレフィンもしくはそのコポリマー、ポリスチレンもしくはその
コポリマー、ポリウレタンもしくはそのコポリマー、ポリエーテルであってエポキシド、
オキセタンもしくはテトラヒドロフランの重合によって得られるポリエーテルまたはその
コポリマー、ポリエステルまたはそのコポリマー、ポリカーボネートまたはそのコポリマ
ー、ポリ（塩化ビニル）またはそのコポリマー、ポリ（塩化ビニリデン）もしくはそのコ
ポリマー、ポリスルホンもしくはそのコポリマー、ポリブタジエンもしくはそのコポリマ
ー、ポリ（ビニルアセテート）もしくはそのコポリマー、ポリ（ビニルアルコール）また
はそのコポリマー、ポリ（ビニルアセタール）またはそのコポリマー、あるいはポリアミ
ドまたはそのコポリマーである組成物が好ましい。
【００７９】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）とを含む組成物であって、前記有機材料が、ポリオレフィ
ンもしくはそのコポリマー、ポリスチレンもしくはそのコポリマー、またはポリウレタン
もしくはそのコポリマーであり、特に前記有機材料が、ポリオレフィンもしくはそのコポ
リマー、ポリスチレンもしくはそのコポリマー、またはポリウレタンもしくはそのコポリ
マーであり、殊に、前記有機材料が、ポリオレフィンもしくはそのコポリマー、またはポ
リスチレンもしくはそのコポリマーである組成物が好ましい。
【００８０】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）とを含む組成物であって、前記有機材料が、ポリオレフィ
ンまたはそのコポリマーである組成物が好ましい。
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【００８１】
　上述の組成物における式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物として好ましいのは以下
の通りの化合物である。
【００８２】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
Ｒ4およびＲ6は、水素であり、かつ
Ｒ5およびＲ7は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキル、特に水素またはＣ1

～Ｃ4－アルキルである、
化合物が好ましい。
【００８３】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
Ｒ4、Ｒ6およびＲ7は、水素であり、かつＲ5は、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキル、特に水
素またはＣ1～Ｃ4－アルキルである、
化合物が好ましい。
【００８４】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＲP2およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1－アルキルであり、ＲP3およびＲP

5は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
ＲO1およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、ＲO2は、
水素もしくはＣ1－アルキルであり、ＲO5は、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
ＲM1は、水素もしくはＣ1－アルキルであり、ＲM3およびＲM5は、互いに独立して、水素
もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、かつＲM6は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【００８５】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＲP2およびＲP6は、水素であり、かつＲP3およびＲP5は、互いに独立して、水素もしくは
Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
ＲO1は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、ＲO2は、水素であり、ＲO5およびＲO6

は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
ＲM1およびＲM3は、水素もしくはＣ1－アルキルであり、ＲM5は、水素もしくはＣ1～Ｃ4

－アルキルであり、かつＲM6は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルである、
化合物が好ましい。
【００８６】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＲP2およびＲP6は、水素であり、かつＲP3およびＲP5は、互いに独立して、水素もしくは
Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、ここで、ＲP3およびＲP5の一方はＣ4－アルキルではなく、
ＲO1は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、ＲO2は、水素であり、ＲO5は、水素も
しくはＣ1～Ｃ3－アルキルであり、かつＲO6は、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり
、かつ
ＲM1およびＲM3は、水素もしくはＣ1－アルキルであり、ＲM5は、水素もしくはＣ1～Ｃ3

－アルキルであり、かつＲM6は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルである、
化合物が好ましい。
【００８７】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＲP2およびＲP6は、水素であり、かつＲP3およびＲP5の一方は、水素であるが、もう一方
は、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
ＲO1は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、ＲO2は、水素であり、ＲO5は、水素も
しくはＣ1－アルキルであり、かつＲO6は、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、か
つ
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ＲM1、ＲM3およびＲM5は、水素であり、かつＲM6は、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある、
化合物が好ましい。
【００８８】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
り、
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－
アルキルであり、かつ
Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【００８９】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
り、
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
かつＲb5およびＲb6の一方は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであるが、もう一方は、水素であり、
かつ
Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【００９０】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
によって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロア
ルキル、またはＣ2～Ｃ18－アルケニルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ12－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ
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6～Ｃ10－アリール、またはハロゲンであり、該ハロゲンはクロロもしくはフルオロであ
る、
化合物が好ましい。
【００９１】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐを表し、
　Ｒ1Oは、式ＩＩ－Ｏを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはハロゲンであり、該ハロゲンはクロロもしくはフルオロであ
る、
化合物が好ましい。
【００９２】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐを表し、
　Ｒ1Oは、式ＩＩ－Ｏを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、またはＣ2～Ｃ

18－アルケニルであり、かつ
　Ｒ2Pは、Ｒ1Pであり、
　Ｒ2Oは、Ｒ1Oであり、
　Ｒ2Mは、Ｒ1Mであり、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
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って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはハロゲンであり、該ハロゲンはクロロもしくはフルオロであ
る、
化合物が好ましい。
【００９３】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはフルオロである、
化合物が好ましい。
【００９４】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
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　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはフルオロである、
化合物が好ましい。
【００９５】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示される化合物であって、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示
され、その式中、ＹPおよびＹOは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹPおよびＹOが酸素であるときに、
　Ｒ1P、Ｒ2P、Ｒ1OもしくはＲ2Oは、部分式ＩＩ－Ｍを表さず、
ＹPおよびＹOが共有結合を表すときに、
　Ｒ1PもしくはＲ1Oは、部分式ＩＩ－Ｍを表さない、
化合物が好ましい。
【００９６】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示される化合物であって、式Ｉ－Ｐで示され、
その式中、ＹPは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹPが酸素であるときに、
　Ｒ1PもしくはＲ2Pは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍを表さず、
ＹPが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍを表さない、
化合物が好ましい。
【００９７】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
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ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンである、
化合物が好ましい。
【００９８】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素である、
化合物が好ましい。
【００９９】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示される化合物であって、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示
され、その式中、
ＹPおよびＹOは、酸素であり、かつ
Ｒ1P、Ｒ2P、Ｒ1OもしくはＲ2Oは、部分式ＩＩ－Ｍを表さない、
化合物が好ましい。
【０１００】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒になっ
て、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、かつ
Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒になっ
て、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表す、
化合物が好ましい。
【０１０１】
　式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示され、その式中、
ＹPおよびＹOは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、そしてＲ1OがＲ2Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもし
くはＶの１つを表し、かつ
Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、そしてＲ2OがＲ1Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもし
くはＶの１つを表す、
化合物が好ましい。
【０１０２】
　式Ｉ－Ｐで示され、その式中、
ＹPは、酸素であり、かつ
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表す、
化合物が好ましい。
【０１０３】
　式Ｉ－Ｐで示され、その式中、
ＹPは、酸素であり、かつ
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、部分式ＩＶを表す、
化合物が好ましい。
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【０１０４】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物について上述した好ましい事項は、式Ｉ－Ｐ、
Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの３つの構造単位に個別に当てはまる。これらの構造単位は、Ｒ4、
Ｒ5、Ｒ6およびＲ7を含むベンゾフラン－２－オン単位、ＲP2、ＲP3、ＲP5、ＲP6、ＲO1

、ＲO2、ＲO5、ＲO6、ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6を含むフェニレン結合単位、ならびに
Ｒ1P、Ｒ2P、Ｒ1O、Ｒ2O、Ｒ1MおよびＲ2Mを含み、式ＩＩＩ、ＩＶまたはＶについての置
換基、すなわちＲa1、Ｒa2、Ｒa3、Ｒa4、Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5、Ｒb6、Ｒc1、
Ｒc2、Ｒc3およびＲc4を有するそれ以外のリン原子に接した単位を含む。３つの構造単位
について上述した好ましい事項は組み合わせることができる。それらの例を以下に提供す
る。
【０１０５】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4およびＲ6は、水素であり、
　Ｒ5およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲP2およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1－アルキルであり、
　ＲP3およびＲP5は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
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　ＲO1およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲO2は、水素またはＣ1－アルキルであり、
　ＲO5は、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　ＲM1は、水素またはＣ1－アルキルであり、
　ＲM3およびＲM5は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　ＲM6は、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルで
ある、
化合物が好ましい。
【０１０６】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
Ｒ　2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、またはＣ3～Ｃ16－シクロアルキルであり、
かつ
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ

6～Ｃ10－アリール、またはフルオロであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
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あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある、
化合物が好ましい。
【０１０７】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示される化合物であって、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示
され、その式中、ＹPおよびＹOは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹPおよびＹOが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、そしてＲ1OがＲ2Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶも
しくはＶの１つを表し、または
　Ｒ1PおよびＲ1Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～
Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリ
ール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2

～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、ま
たは１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、そしてＲ2OがＲ1Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶも
しくはＶの１つを表す、または
　Ｒ2PおよびＲ2Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～
Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリ
ール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2

～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、ま
たは１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹPおよびＹOが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ1PおよびＲ1Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～
Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリ
ール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2

～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、ま
たは１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2PおよびＲ2Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～
Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリ
ール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
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ある、
化合物が好ましい。
【０１０８】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示される化合物であって、式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示
され、その式中、ＹPおよびＹOは、酸素であるか、または共有結合を表し、
ＹPおよびＹOが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、そしてＲ1OがＲ2Oと一緒になって、部分式ＩＩＩを表し、
または
　Ｒ1PおよびＲ1Oは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、そしてＲ2OがＲ1Oと一緒になって、部分式ＩＩＩを表し、
または
　Ｒ2PおよびＲ2Oは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、
ＹPおよびＹOが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－ＰもしくはＩＩ－Ｏの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－Ｏを表し、または
　Ｒ1PおよびＲ1Oは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはＣ1～Ｃ18－アルキルであり、
　Ｒ2PおよびＲ2Oは、非置換のもしくはＣ1～Ｃ8－アルキルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはフルオロであり、
　Ｒ4およびＲ6は、水素であり、
　Ｒ5およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲP2およびＲP6は、水素であり、
　ＲP3およびＲP5は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、ここで
、ＲP3およびＲP5の一方はＣ4－アルキルではなく、
　ＲO1は、水素またはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
　ＲO2は、水素であり、
　ＲO5は、水素またはＣ1～Ｃ3－アルキルであり、
　ＲO6は、水素またはＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ4－アルキルで
ある、
化合物が好ましい。
【０１０９】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であ
るか、または共有結合を表し、
ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1
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0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、かつ
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある、
化合物が好ましい。
【０１１０】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍで示され、その式中、
ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒になっ
て、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、
Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒になっ
て、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－
アルキルであり、かつ
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Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【０１１１】
　式Ｉ－ＰまたはＩ－Ｏで示され、その式中、
ＹPおよびＹOは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、そしてＲ1OがＲ2Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもし
くはＶの１つを表し、
Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、そしてＲ2OがＲ1Oと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもし
くはＶの１つを表し、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－
アルキルであり、かつ
Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【０１１２】
　式Ｉ－Ｐで示され、その式中、
ＹPは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－
アルキルであり、かつ
Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
る、
化合物が好ましい。
【０１１３】
　式Ｉ－Ｐで示され、その式中、
ＹPは、酸素であり、
Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、部分式ＩＶを表し、
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり、
ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであ
り、かつ
Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－
アルキルである、
化合物が好ましい。
【０１１４】
　式Ｉ－Ｐの化合物であって、化合物（１０３）、（１０４）、（１０５）、（１０７）
、（１０８）もしくは（１０９）である化合物、または式Ｉ－Ｏの化合物であって、化合
物（１０１）、（１０２）もしくは（１０６）である化合物が好ましい。これらの化合物
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の構造は、それぞれの合成例Ｓ－１～Ｓ－９に示されている。
【０１１５】
　成分ｂ）、すなわち式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の、成分ａ）、すなわち酸
化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料に対して使用される量は、
酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい特定の有機材料および所望の保護
の程度に伴い変化する。
【０１１６】
　酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやすい有機材料を成分ａ）として含
み、かつ式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物を成分ｂ）として含む組成物であって、
成分ｂ）が、成分ａ）の質量に対して０．０００５％～１０％、特に０．００１～２％、
殊に０．００５～１％の量で含まれている組成物が好ましい。
【０１１７】
　任意に、成分ａ）としての有機材料と成分ｂ）としての式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ
の化合物とを含む組成物は、成分ｃ）として更なる添加剤を含有する。
【０１１８】
　更なる添加剤は、以下のリストから選択できる。
【０１１９】
　１．　酸化防止剤
　１．１．　アルキル化モノフェノール類、例えば２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチル
フェノール、２－ｔ－ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－
４－エチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－
ジ－ｔ－ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフ
ェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－
ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、
２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メトキシメチルフェノール、直鎖状または側鎖で分岐した
ノニルフェノール、例えば２，６－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジメチ
ル－６－（１’－メチルウンデカ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（
１’－メチルヘプタデカ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メ
チルトリデカ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチル－１’
－テトラデシル－メチル）フェノールおよびそれらの混合物。
【０１２０】
　１．２．　アルキルチオメチルフェノール類、例えば２，４－ジオクチルチオメチル－
６－ｔ－ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２
，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル
－４－ノニルフェノール。
【０１２１】
　１．３．　ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン類、例えば２，６－ジ－ｔ－ブ
チル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－ｔ
－アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、２，
６－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニソール
、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）アジペート。
【０１２２】
　１．４．　トコフェロール類、例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－
トコフェロール、δ－トコフェロールおよびそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【０１２３】
　１．５．　ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル類、例えば２，２’－チオビス（６
－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール
）、４，４’－チオビス－（６－ｔ－ブチル－３－メチルフェノール）、４，４’－チオ
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ビス（６－ｔ－ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオビス（３，６－ジ－ｓ
－アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）
ジスルフィド。
【０１２４】
　１．６．　アルキリデンビスフェノール類、例えば２，２’－メチレンビス（６－ｔ－
ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ｔ－ブチル－４－エチ
ルフェノール）、２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチル－シクロヘキ
シル）フェノール］、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノ
ール）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メ
チレンビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６
－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（６－ｔ－ブチル－４－イソ
ブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニ
ルフェノール］、２，２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノ
ニルフェノール］、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、４
，４’－メチレンビス（６－ｔ－ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－ｔ－ブ
チル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－ト
リス（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（
５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプト
ブタン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ
フェニル）ブチレート］、ビス（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチル－フェニ
ル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－
メチルベンジル）－６－ｔ－ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、１，１－ビ
ス－（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス－（５－ｔ－ブチル－
４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，
５，５－テトラ（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【０１２５】
　１．７．　Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、例えば３，５，３’，５’－テトラ
－ｔ－ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロ
キシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、トリデシル－４－ヒドロキシ－
３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジルメルカプトアセテート、トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６
－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジルメルカプトアセテート。
【０１２６】
　１．８．　ヒドロキシベンジル化マロネート類、例えばジオクタデシル－２，２－ビス
（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロネート、ジオクタデシル－２
－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロネート、ジドデシルメ
ルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マ
ロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビ
ス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート。
【０１２７】
　１．９．　芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば１，３，５－トリス（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－
ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テトラメ
チルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル
）フェノール。
【０１２８】
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　１．１０．　トリアジン化合物、例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オ
クチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）
－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，
３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート
、１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）
イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル
－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１
，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレ
ート。
【０１２９】
　１．１１．　ベンジルホスホネート類、例えばジメチル－２，５－ジ－ｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シベンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホネート、ジオクタデシル－５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベ
ンジルホスホネート、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモ
ノエチルエステルのカルシウム塩。
【０１３０】
　１．１２．　アシルアミノフェノール類、例えば４－ヒドロキシラウルアニリド、４－
ヒドロキシステアルアニリド、オクチルＮ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）カルバメート。
【０１３１】
　１．１３．　β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
と一価もしくは多価アルコールとの、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノール
、イソオクタノール、直鎖状と分枝鎖状のＣ7～Ｃ9－アルカノールの混合物、オクタデカ
ノール、直鎖状および分枝鎖状のＣ13～Ｃ15－アルカノール、１，６－ヘキサンジオール
、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペン
チルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリ
コール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシルエチル）イソシアヌレート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタ
デカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメ
チル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエス
テル。
【０１３２】
　１．１４．　β－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオ
ン酸と一価もしくは多価アルコールとの、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノ
ール、イソオクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒド
ロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリ
メチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスフ
ァ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエステル；３，９－ビ
ス［２－｛３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニル
オキシ｝－１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５
］ウンデカン。
【０１３３】



(38) JP 6445033 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

　１．１５．　β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン
酸と一価もしくは多価アルコールとの、例えばメタノール、エタノール、オクタノール、
オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリ
コール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコー
ル、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（
ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド
、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキ
サビシクロ［２．２．２］オクタンとのエステル。
【０１３４】
　１．１６．　３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と一価もしくは多
価アルコールとの、例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタンとのエステル。
【０１３５】
　１．１７．　β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
のアミド、例えばＮ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプ
ロピオニル）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２
－（３－［３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エ
チル］オキサミド（Ｎａｕｇａｒｄ　ＸＬ－１（登録商標）、Ｕｎｉｒｏｙａｌにより供
給）。
【０１３６】
　１．１８．　アスコルビン酸（ビタミンＣ）。
【０１３７】
　１．１９．　アミン系酸化防止剤、例えばＮ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１
，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３
－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－
フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－
メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ
’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニ
ルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、
ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン
、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－ｔ－オクチルフェニル）－１－ナフチ
ルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ
，ｐ’－ジ－ｔ－オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブ
チリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフ
ェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミ
ン、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミ
ノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テト
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ラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル
）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニ
ド、ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニル］アミン、ｔ－オクチル化Ｎ－
フェニル－１－ナフチルアミン、モノアルキル化とジアルキル化のｔ－ブチル／ｔ－オク
チルジフェニルアミンの混合物、モノアルキル化とジアルキル化のノニルジフェニルアミ
ンの混合物、モノアルキル化とジアルキル化のドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ
アルキル化とジアルキル化のイソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モ
ノアルキル化とジアルキル化のｔ－ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ
－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノアルキル化
とジアルキル化のｔ－ブチル／ｔ－オクチルフェノチアジンの混合物、モノアルキル化と
ジアルキル化のｔ－オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，
Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブタ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２
，２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，
２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジン－４－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【０１３８】
　２．　紫外線吸収剤および光安定剤。
【０１３９】
　２．１．　２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール類、例えば２－（２
’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－
ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－ｔ－ブチル
－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－（
１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５
’－ジ－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２
－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾ
トリアゾール、２－（３’－ｓ－ブチル－５’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル
）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベン
ゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－ｔ－アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベン
ゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’
－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチ
ル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－
ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５－
クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－
メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－
２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カル
ボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ドデシ
ル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－
ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニ
ルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３－テトラメチル
ブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］；２－［３’－ｔ－ブチル－
５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル］－２Ｈ－ベンゾ
トリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；
【化６】
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［式中、Ｒ’は、３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル－２－イルフェニルである］、２－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベ
ンジル）－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾー
ル；２－［２’－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－
（α，α－ジメチルベンジル）フェニル］ベンゾトリアゾール。
【０１４０】
　２．２．　２－ヒドロキシベンゾフェノン類、例えば４－ヒドロキシ－、４－メトキシ
－、４－オクチルオキシ－、４－デシルオキシ－、４－ドデシルオキシ－、４－ベンジル
オキシ－、４，２’，４’－トリヒドロキシ－および２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメ
トキシ誘導体。
【０１４１】
　２．３．　置換された安息香酸または非置換の安息香酸のエステル、例えば４－ｔ－ブ
チルフェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、ジ
ベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－ｔ－ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾ
イルレゾルシノール、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート、オクタデシル　３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－メチ
ル－４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート。
【０１４２】
　２．４．　アクリル酸エステル類、例えばエチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアク
リレート、イソオクチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カル
ボメトキシシンナメート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、
ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ
－ｐ－メトキシシンナメート、Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メ
チルインドリンおよびネオペンチルテトラ（α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレー
ト）。
【０１４３】
　２．５．　ニッケル化合物、例えば２，２’－チオビス［４－（１，１，３，３－テト
ラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体、例えば追加の配位子、例えばｎ－ブチル
アミン、トリエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミンを有する
または有さない１：１錯体もしくは１：２錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、
４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジルホスホン酸のモノアルキルエステル、
例えばメチルエステルもしくはエチルエステルのニッケル塩、ケトキシムの、例えば２－
ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのニッケル錯体、１－フェニル－
４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールの、追加の配位子を有するまたは有さないニ
ッケル錯体。
【０１４４】
　２．６．立体障害アミン類、例えばビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）セバケート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネー
ト、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１
，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－ｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，
６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンおよびコハク酸の縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス
（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－
ｔ－オクチルアミノ－２，６－ジ－クロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖状もしくは環
式の縮合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリア
セテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３
，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３
，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラ
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メチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒ
ドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，
９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン
、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル）セバ
ケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル
）スクシネート、ビス－［２，２，６，６－テトラメチル－１－（ウンデシルオキシ）ピ
ペリジン－４－イル］カーボネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１
，３，５－トリアジンの直鎖状および環式の縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ
－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジン
および１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、２－クロロ－４，６
－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３
，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、８
－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２
，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデ
シルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの
混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチ
レンジアミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリア
ジンの縮合物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンおよび２，４，６－ト
リクロロ－１，３，５－トリアジンならびに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジンの縮合物（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９６－６］）；１，６－ヘ
キサンジアミンおよび２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンならびにＮ，Ｎ
－ジブチルアミンおよび４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの
縮合物（ＣＡＳ登録番号［１９２２６８－６４－７］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，
７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５
］デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８
－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンおよびエピクロロヒドリンの反応生成物、
１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）
－２－（４－メトキシフェニル）エテン、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキ
シメチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンと
のジエステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）］シロキサン、無水マレイン酸－α－オレフィンコポリマーと２，
２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジンもしくは１，２，２，６，６－ペンタ
メチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テ
トラメチル－１－プロポキシ－ピペリジン－４－イル）－ヘキサン－１，６－ジアミンお
よび２，４－ジクロロ－６－｛ｎ－ブチル－（２，２，６，６－テトラメチル－１－プロ
ポキシ－ピペリジン－４－イル）－アミノ｝－［１，３，５］トリアジンのホルマール縮
合生成物であるオリゴマー化合物の２－クロロ－４，６－ビス－（ジ－ｎ－ブチルアミノ
）－［１，３，５］トリアジンで末端封鎖されたものの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，
２，６，６－テトラメチル－ピペリジン－４－イル）－ヘキサン－１，６－ジアミンおよ
び２，４－ジクロロ－６－｛ｎ－ブチル－（２，２，６，６－テトラメチル－ピペリジン
－４－イル）－アミノ｝－［１，３，５］トリアジンのホルマール縮合生成物であるオリ
ゴマー化合物の２－クロロ－４，６－ビス－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）－［１，３，５］
トリアジンで末端封鎖されたものの混合物、２，４－ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオ
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キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－ブチルアミノ］－６
－（２－ヒドロキシエチル）アミノ－１，３，５－トリアジン、１－（２－ヒドロキシ－
２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン、５－（２－エチルヘキサノイル）オキシメチル－３，３，５－トリメチル－
２－モルホリノン、Ｓａｎｄｕｖｏｒ（Ｃｌａｒｉａｎｔ；ＣＡＳ登録番号１０６９１７
－３１－１］、５－（２－エチルヘキサノイル）－オキシメチル－３，３，５－トリメチ
ル－２－モルホリノン、２，４－ビス－［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６
－ピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンとＮ，Ｎ’－ビ
ス（３－アミノプロピル）エチレンジアミン）との反応生成物、１，３，５－トリス（Ｎ
－シクロヘキシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－ピペラジン－３－オン－４－
イル）アミノ）－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリス（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－（１
，２，２，６，６－ペンタメチルピペラジン－３－オン－４－イル）－アミノ）－ｓ－ト
リアジン。
【０１４５】
　２．７．　オキサミド類、例えば４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’
－ジエトキシオキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブトキシ
アニリド、２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブトキシアニリド、２－エ
トキシ－２’－エチルオキシアニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）
オキサミド、２－エトキシ－５－ｔ－ブチル－２’－エトキシアニリドおよびそれと２－
エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ－ｔ－ブトキシアニリドとの混合物、ｏ－メトキ
シとｐ－メトキシで二置換されたオキサニリドの混合物およびｏ－エトキシとｐ－エトキ
シで二置換されたオキサニリドの混合物。
【０１４６】
　２．８．　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン類、例えば２，
４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）
－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス
（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）
－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４
，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－
４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４
－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒ
ドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジ
メチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－
２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキ
シ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニ
ル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキ
シフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２
－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１，３，
５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６
－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチル
ヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（
２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン。
【０１４７】
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　３．　金属不活性化剤、例えばＮ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチレート－
Ｎ’－サリチロイルヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’
－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、
３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリル
ジヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒ
ドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイ
ル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒド
ラジド。
【０１４８】
　４．　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルおよび亜ホ
スホン酸エステル、例えばトリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット
、フェニルジアルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウ
リルホスフィット、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトール
ジホスフィット、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシ
ルペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ペン
タエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリトリト
ールジホスフィット、ビス（２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリ
トリトールジホスフィット、ビスイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット
、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、ビス（２，４，６－トリス（ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホス
フィット、トリステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－ｔ
－ブチルフェニル）４，４’－ビフェニレンジホスホニット、６－イソオクチルオキシ－
２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジ
オキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフ
ィット、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、６
－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－１２－メチル－ジベンゾ［ｄ，ｇ
］－１，３，２－ジオキサホスホシン、２，２’，２’’－ニトリロ［トリエチルトリス
（３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル
）ホスフィット］、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－１
，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスフィット、５－ブチル－５－エチル－２－
（２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
【０１４９】
　以下の亜リン酸エステルが特に好ましい：
　トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフィット（Ｉｒｇａｆｏｓ　１６８、
ＢＡＳＦの登録商標）、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
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【化７】

【０１５０】
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【化８】

【０１５１】
　５．　ヒドロキシルアミン類およびアミンＮ－オキシド類、例えばＮ，Ｎ－ジベンジル
ヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロ
キシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロ
キシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプ
タデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミ
ンであって水素化獣脂アミンから誘導されたアミン、Ｎ，Ｎ－ビス（水素化ナタネ油アル
キル）－Ｎ－メチル－アミンＮ－オキシドもしくはトリアルキルアミンＮ－オキシド。
【０１５２】
　６．　ニトロン類、例えばＮ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メ
チルニトロン、Ｎ－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニ
トロン、Ｎ－テトラデシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデ
シルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－
ヘプタデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシ
ル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化
獣脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロ
ン。
【０１５３】
　７．　チオ相乗剤、例えばジラウリルチオジプロピオネート、ジミストリルチオジプロ
ピオネート、ジステアリルチオジプロピオネートおよびペンタエリトリトールテトラキス
－［３－（ｎ－ラウリル）－プロピオン酸エステル］。
【０１５４】
　８．　ペルオキシド捕捉剤、例えばβ－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウリ
ルエステル、ステアリルエステル、ミリスチルエステルもしくはトリデシルエステル、メ
ルカプトベンゾイミダゾールもしくは２－メルカプトベンゾイミダゾールの亜鉛塩、亜鉛
ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシル二硫化物、ペンタエリトリトールテトラキ
ス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１５５】
　９．　ポリアミド安定化剤、例えば銅塩とヨウ化物との組み合わせ、および／またはリ
ン化合物ならびに二価マンガンの塩。
【０１５６】
　１０．　酸捕捉剤、例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリ
アリルシアヌレート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタ
ン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カルシ
ウム、ステアリン酸亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、リシノー
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ル酸ナトリウムおよびパルミチン酸カリウム、ピロカテコール酸アンチモンおよびピロカ
テコール酸亜鉛。
【０１５７】
　１１．　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍとは異なる、ベンゾフラノン類およびインドリ
ノン類、例えばＵＳ－Ａ－４，３２５，８６３；ＵＳ－Ａ－４，３３８，２４４；ＵＳ－
Ａ－５，１７５，３１２；ＵＳ－Ａ－５，２１６，０５２；ＵＳ－Ａ－５，２５２，６４
３；ＤＥ－Ａ－４３１６６１１；ＤＥ－Ａ－４３１６６２２；ＤＥ－Ａ－４３１６８７６
；ＥＰ－Ａ－０５８９８３９もしくはＥＰ－Ａ－０５９１１０２に開示されるもの、また
は３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフ
ラン－２－オン、５，７－ジ－ｔ－ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキ
シ）フェニル］ベンゾフラン－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－ｔ－ブチル－３
－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５，７－ジ
－ｔ－ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセ
トキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン
、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチル
ベンゾフラン－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチル
ベンゾフラン－２－オン、３－（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチル
ベンゾフラン－２－オンおよび３－（２－アセトキシ－４－（１，１，３，３－テトラメ
チル－ブチル）－フェニル）－５－（１，１，３，３－テトラメチル－ブチル）－ベンゾ
フラン－２－オン。
【０１５８】
　１２．　成核剤、例えば無機物質、例えばタルク、金属酸化物、例えば二酸化チタンも
しくは酸化マグネシウム、アルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩もしくは硫酸塩、有機化
合物、例えばモノカルボン酸もしくはポリカルボン酸ならびにそれらの塩、例えば４－ｔ
－ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウムもしくは安息香酸
ナトリウム、ポリマー化合物、例えばイオン性コポリマー（イオノマー）、Ｉｒｇａｃｌ
ｅａｒ　ＸＴ　３８６（ＢＡＳＦの登録商標）、１，３：２，４－ビス（３’，４’－ジ
メチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（パラメチルジベンジリデン）
－ソルビトールおよび１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソルビトール。
【０１５９】
　１３．　充填剤および強化材、例えば炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス
ビーズ、アスベスト、タルク、カオリン、ベントナイト、マイカ、ハイドロタルサイト、
硫酸バリウム、金属酸化物および水酸化物、カーボンブラック、黒鉛、木粉および他の天
然産物の粉もしくは繊維、合成繊維。
【０１６０】
　１４．　他の添加剤、例えば可塑剤、滑沢剤、レオロジー添加剤、触媒、流動調節剤、
蛍光増白剤、防炎剤、帯電防止剤および発泡剤。
【０１６１】
　また驚くべきことに、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの多くの化合物と更なる添加剤と
を組み合わせることは、熱、光および／または酸化による分解に対して有機材料を安定化
するために、特にフェノール系酸化防止剤または、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化
合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステルを更なる添加剤として組
み合わせて非常に有効であることが判明した。しばしば、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ
の化合物の存在は、更なる添加剤の質量に対してたかだか１対１置換の過剰で、更なる添
加剤の量を減らすことができることが判明している。
【０１６２】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料を成分ａ）として含み
、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物を成分ｂ）として含み、かつ更なる添加剤を成
分ｃ）として含む組成物が好ましい。
【０１６３】
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　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０である組成物が好ましい。
【０１６４】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
殊に２：１～１：１０であり、かつ成分ｂ）および成分ｃ）の全体量は、成分ａ）の質量
に対して８０％未満、特に５０％である組成物が好ましい。
【０１６５】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
殊に２：１～１：１０であり、かつ成分ｂ）および成分ｃ）の全体量が、成分ａ）の質量
に対して０．００５％から７９％の間、特に０．００５％から４９％の間である組成物が
好ましい。
【０１６６】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、４：１～１：２０であり、かつ成分ｂ）および
成分ｃ）の全体量が、成分ａ）の質量に対して８０％未満、特に０．００５％から４９％
の間である組成物が好ましい。
【０１６７】
　成分ｃ）として、酸化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤、ニッケル化
合物、金属不活性化剤、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エ
ステルもしくは亜ホスホン酸エステル、ヒドロキシルアミンもしくはアミンＮ－オキシド
、チオ相乗剤、ペルオキシド捕捉剤、成核剤、充填剤または強化材である更なる添加剤を
含む組成物が好ましい。
【０１６８】
　成分ｃ）として、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステ
ルもしくは亜ホスホン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤またはアミン系酸
化防止剤である更なる添加剤を含む組成物が好ましい。
【０１６９】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）と、フェノール系酸化防止剤もしくは式Ｉ－Ｐ、Ｉ－Ｏも
しくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステルである
更なる添加剤ｃ）とを含む組成物が好ましい。
【０１７０】
　成分ｃ）としてフェノール系酸化防止剤を含む組成物が好ましい。
【０１７１】
　成分ｃ）として、β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸のエステルであるフェノール系酸化防止剤を含む組成物が好ましい。
【０１７２】
　特に関連のあるフェノール系酸化防止剤は、示される通りの化合物
【化９】

であり、その化合物に関して、１つの化学名は、テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオニルオキシメチル］メタンもしくはその一
方でテトラキス－［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニル）プロピ
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オニルオキシメチル］メタンである。それは、市販品であるＩｒｇａｎｏｘ　１０１０（
ＢＡＳＦの登録商標）に含まれる。
【０１７３】
　特に関連のあるもう一つのフェノール系酸化防止剤は、示される通りの化合物
【化１０】

であり、その化合物に関して、１つの化学名は、ステアリルβ－（３，５－ジ－ｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネートまたはその一方でステアリル　３－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニル）プロピオネートである。それは、市
販品であるＩｒｇａｎｏｘ　１０７６（ＢＡＳＦの登録商標）に含まれる。
【０１７４】
　成分ｃ）として、テトラキス［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオニルオキシメチル］メタンまたはステアリルβ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートであるフェノール系酸化防止剤を含む組成物
が好ましい。
【０１７５】
　成分ｃ）として、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる、亜リン酸エステ
ルまたは亜ホスホン酸エステルを含む組成物が好ましい。
【０１７６】
　特に関連のある亜リン酸エステルは、示される通りの化合物

【化１１】

であり、その化合物に関して、１つの化学名は、トリス－（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェ
ニル）ホスフィットである。それは、市販品であるＩｒｇａｆｏｓ　１６８（ＢＡＳＦの
登録商標）に含まれる。
【０１７７】
　成分ｃ）として、トリス－（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフィットである亜
リン酸エステルを含む組成物が好ましい。
【０１７８】
　任意に、酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料を成分ａ）と
して含み、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物を成分ｂ）として含み、かつ更なる添
加剤を成分ｃ）として含む組成物は、成分ｄ）として第二の更なる添加剤を含有する。
【０１７９】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料を成分ａ）として含み
、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物を成分ｂ）として含み、かつ更なる添加剤を成
分ｃ）として含み、かつ成分ｄ）として第二の更なる添加剤を含む組成物が好ましい。
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【０１８０】
　成分ｂ）の成分ｄ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０である組成物が好ましい。
【０１８１】
　成分ｂ）の成分ｄ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
殊に２：１～１：１０であり、かつ成分ｂ）、成分ｃ）および成分ｄ）の全体量は、成分
ａ）の質量に対して５０％未満、特に０．０１％から４９％の間である組成物が好ましい
。
【０１８２】
　成分ａ）と、成分ｂ）と、成分ｃ）としての式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物
とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸
化防止剤およびアミン系酸化防止剤からなる群から選択される更なる添加剤と、成分ｄ）
としての第二の更なる添加剤とを含むが、但し、成分ｄ）が成分ｃ）と異なる物質である
組成物が好ましい。
【０１８３】
　成分ａ）と、成分ｂ）と、成分ｃ）と、成分ｄ）とを含む組成物であって、成分ｃ）お
よび成分ｄ）が、互いに独立して、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる
亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤ま
たはアミン系酸化防止剤であるが、但し、成分ｄ）が成分ｃ）とは異なる組成物が好まし
い。
【０１８４】
　成分ａ）と、成分ｂ）と、成分ｃ）としてのフェノール系酸化防止剤と、成分ｄ）とし
てのアミン系酸化防止剤とを含む組成物が好ましい。
【０１８５】
　成分ａ）と、成分ｂ）と、成分ｃ）としてのフェノール系酸化防止剤と、成分ｄ）とし
ての式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホ
スホン酸エステルとを含む組成物が好ましい。
【０１８６】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）と、フェノール系酸化防止剤である更なる添加剤ｃ）と、
式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホ
ン酸エステルである第二の更なる添加剤ｄ）とを含む組成物が好ましい。
【０１８７】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物ｂ）と、テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４
－ヒドロキシフェニル）－プロピオニルオキシメチル］メタンもしくはステアリルβ－（
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネートであるフェノール
系酸化防止剤である更なる添加剤ｃ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは
異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステルである第二の更なる添加剤ｄ）と
を含む組成物が好ましい。
【０１８８】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）と、フェノール系酸化防止剤である更なる添加剤ｃ）と、
トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチル）ホスフィットである亜リン酸エステルである第二の更
なる添加剤ｄ）とを含む組成物が好ましい。
【０１８９】
　酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料ａ）と、式Ｉ－Ｐ、Ｉ
－ＯまたはＩ－Ｍの化合物ｂ）と、テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）－プロピオニルオキシメチル］メタンもしくはステアリルβ－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネートであるフェノール系
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酸化防止剤である更なる添加剤ｃ）と、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチル）ホスフィット
である亜リン酸エステルである第二の更なる添加剤ｄ）とを含む組成物が好ましい。
【０１９０】
　成分ａ）としての酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料およ
び成分ｂ）としての式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物についての前記の好ましい事
項は、組成物について記載される。これらの好ましい事項は、本発明の更なる実施形態に
も当てはまる。これらの更なる実施形態では、成分ｃ）としての更なる添加剤の任意の存
在も、成分ｄ）としての第二の更なる添加剤の任意の存在も含まれている。
【０１９１】
　本発明の更なる一実施形態は、酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやす
い有機材料、すなわち成分ａ）の保護方法であって、
　－　該有機材料、すなわち成分ａ）を準備するステップと、
　－　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物、すなわち成分ｂ）を、前記準備された
有機材料中に導入するかまたは前記有機材料上に適用するステップと、
を含む前記方法に関する。
【０１９２】
　前記の成分ｂ）の導入もしくは適用は、加工装置で、特に撹拌機を備えた、好ましくは
閉じられていてよい加熱可能なコンテナ中で行うことができる。撹拌機を備えた加熱可能
なコンテナは、例えば混練機、押出機、混合機または撹拌槽である。その特定の例は、一
軸スクリュー押出機、逆回転および共回転の二軸スクリュー押出機、遊星歯車押出機、リ
ング押出機またはコニーダである。少なくとも１つのガス除去区画であって、真空を適用
できる、および／または酸素含量が低いもしくは酸素が存在しない雰囲気に、例えば窒素
雰囲気下に置くことができる前記区画を含む加工装置を使用することもできる。成分ｂ）
は、前記加工装置中に直接的に添加することができる。
【０１９３】
　成分ｂ）は、成分ａ）の任意の加工段階に導入または適用することができる。成分ａ）
がポリマーである場合に、その段階は、特に加工装置中での成分ａ）の成形作業の前また
はその間である。
【０１９４】
　成分ｂ）は、乾燥粉末の形で、溶融物の形で、カプセル化された形で、例えばワックス
中もしくは補助ポリマー中にカプセル化された形で、または湿式混合物の形で、例えば溶
液、分散液もしくは懸濁液、例えば不活性溶媒、水もしくはオイル中の形で導入または適
用できる。分散剤または懸濁剤は、成分ｂ）の湿式混合物の場合に存在してよい。更なる
導入のための形態は、顆粒、例えば成分ｂ）の粉末を圧縮することによって得られる顆粒
である。
【０１９５】
　成分ｂ）は、成分ａ）へと吹き付けることによって導入または適用することもできる。
【０１９６】
　成分ａ）がポリマーである場合に、成分ｂ）を成分ａ）へと導入もしくは適用する更な
る手法は、相応の出発材料、例えば成分ａ）のモノマーの重合の前、その間またはその直
後での添加である。例えば、重合触媒の失活の間に吹き付けることが特に好ましい。架橋
が成分ａ）の形成の間に行われる場合には、架橋の前の導入または適用が好ましい。
【０１９７】
　成分ａ）がポリマーである場合には、導入または適用の方法は、好ましくは、成形法、
特に射出成形法、ブロー成形法、圧縮成形法、回転成形法、スラッシュ成形法または押出
成形法である。
【０１９８】
　酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやすい有機材料がポリマーであり、
　－　該酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやすい有機材料を準備するス
テップと、
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　－　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物を前記準備された有機材料中に導入する
ステップであって、部分的もしくは完全な導入が１３５℃～３５０℃、好ましくは１５０
℃～３４０℃、特に１８０℃～３３０℃、殊に１９０℃～３２０℃の範囲の温度で行われ
るステップと、
を含む方法が好ましい。
【０１９９】
　成分ｂ）が押出機へと、ポリマーである成分ａ）の加工の間に導入または適用される方
法が好ましい。
【０２００】
　更なる添加剤および任意の第二の更なる添加剤、すなわち成分ｃ）もしくは成分ｃ）お
よびｄ）の場合に、成分ｂ）および更なる添加剤または第二の更なる添加剤は、成分ａ）
へと個々にまたは互いに混合して導入または適用できる。所望であれば、個々の成分は、
互いに、成分ａ）中に導入する前に、例えば乾式配合、圧縮、溶融、ワックスもしくは補
助ポリマーによるカプセル化によって、または溶液、分散液もしくは懸濁液の形の、例え
ば不活性溶媒、水もしくはオイル中の前記形の湿式混合物として混合することができる。
【０２０１】
　成分ｂ）および更なる添加剤および任意に第二の更なる添加剤は、また、成分ａ）へと
、成分ｂ）、更なる添加剤、任意に第二の更なる添加剤および補助ポリマーとしてのマス
ターバッチポリマーを含むマスターバッチ（「濃縮物」）の形で添加することもできる。
成分ｂ）および更なる添加剤および任意に第二の更なる添加剤は、マスターバッチ中に、
該マスターバッチの質量に対して１％～４０％、好ましくは２％～２０％の濃度で導入さ
れる。マスターバッチポリマー含量は、１００質量％のマスターバッチに対する差異であ
る。前記マスターバッチポリマーは、成分ａ）がポリマーである場合に、必ずしもそれと
同じポリマーである必要は無い。
【０２０２】
　本発明の更なる一実施形態は、
ａ）酸化的分解、熱的分解または光誘発性分解を受けやすい有機材料と、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
を含む組成物から製造される物品に関する。
【０２０３】
　ポリマーである成分ａ）と成分ｂ）とを含む組成物から有利には製造される物品は、造
形物品であってよい。造形物品のための例は、以下のものである。
【０２０４】
　Ｉ－１）浮かぶデバイス、海上用途、ポンツーン、ブイ、甲板、桟橋、ボート、カヤッ
ク、オール用のプラスチック用材および砂浜補強。
【０２０５】
　Ｉ－２）自動車用途、特にバンパ、ダッシュボード、バッテリ、リアライニングおよび
フロントライニング、フード下の成形部材、ハットシェルフ、トランクライニング、内装
ライニング、エアバッグカバー、装備品（ライト）用の電子成形品、ダッシュボード用の
板材、ヘッドランプガラス、計器板、外装ライニング、椅子張り、自動車ライト、ヘッド
ライト、駐車灯、リアライト、停止灯、内部装備品および外部装備品、ドアパネル、ガス
タンク、フロントガラス、リアウィンドウ、シート裏張り、外装パネル、電線絶縁、シー
リング用の押出異形材、クラッディング、柱カバー、シャシー部材、排気系、燃料フィル
タ／フィラー、燃料ポンプ、燃料タンク、車体側面用成形品、コンバーチブル天板、外部
ミラー、外部装備品、留め具／固定具、フロントエンドモジュール、ガラス、ヒンジ、ロ
ックシステム、荷台／屋根上荷台、圧縮部材／打ち抜き部材、シーリング、側面衝撃保護
、消音体／防音体およびサンルーフ。
【０２０６】
　Ｉ－３）道路交通デバイス、特に標識用支柱、道路標識用の支柱、カーアクセサリー、
ワーニングトライアングル、医療用ケース、ヘルメット、タイヤ。



(52) JP 6445033 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

【０２０７】
　Ｉ－４）飛行機、鉄道、内燃動車（車、オートバイ、トラック）用の、調度品を含むデ
バイス。
【０２０８】
　Ｉ－５）宇宙用途のためのデバイス、特にロケットおよび人工衛星、例えば再突入シー
ルド。
【０２０９】
　Ｉ－６）建築およびデザイン用のデバイス、採掘用途、防音システム、路上待避所およ
びシェルター。
【０２１０】
　ＩＩ－１）一般的な電気／電子デバイス（パソコン、電話、携帯電話、プリンタ、テレ
ビセット、音響デバイスおよび映像デバイス）における用具、ケースおよびカバー、植木
鉢、衛星ＴＶ用アンテナおよびパネルデバイス。
【０２１１】
　ＩＩ－２）鋼鉄またはテキスタイルなどの他の材料のための外被。
【０２１２】
　ＩＩ－３）エレクトロニクス産業用のデバイス、特にプラグ、特にコンピュータプラグ
用の絶縁体、電機部品および電子部品用のケース、プリント基板およびチップ、チェック
カードまたはクレジットカードなどの電子データ記憶用の材料。
【０２１３】
　ＩＩ－４）電気機器、特に洗濯機、タンブラー、オーブン（電子レンジ）、皿洗い機、
ミキサーおよびアイロン。
【０２１４】
　ＩＩ－５）ライト用カバー（例えば街頭、ランプシェード）。
【０２１５】
　ＩＩ－６）ワイヤおよびケーブルにおける用途（半導体、絶縁体およびケーブル外被）
。
【０２１６】
　ＩＩ－７）コンデンサ用フォイル、冷蔵庫、加熱装置、空調機、電子機器の封止、半導
体、コーヒーマシンおよび真空掃除機。
【０２１７】
　ＩＩＩ－１）工業用品、例えば歯車（ギア）、スライド式取り付け部品、スペーサ、ね
じ、ボルト、ハンドルおよびノブ。
【０２１８】
　ＩＩＩ－２）ローターブレード、換気扇および風車ベーン、ソーラーデバイス、水泳プ
ール、水泳プールカバー、プール内張り、池用内張り、クローゼット、ワードローブ、区
分壁、スラットウォール、折り畳み壁、屋根、シャッター（例えばロールシャッター）、
取付具、パイプ間の接続具、スリーブおよびコンベヤベルト。
【０２１９】
　ＩＩＩ－３）衛生用品、特にシャワー室、便座、カバーおよびシンク。
【０２２０】
　ＩＩＩ－４）保健衛生用品、特におむつ（赤ん坊、成人の失禁）、女性用保健衛生用品
、シャワーカーテン、ブラシ、マット、タブ、携帯用トイレ、歯ブラシおよび便器。
【０２２１】
　ＩＩＩ－５）水、廃水および化学薬品用のパイプ（架橋または非架橋）、ワイヤおよび
ケーブルの保護用のパイプ、ガス、オイルおよび下水用のパイプ、樋、縦樋および下水シ
ステム。
【０２２２】
　ＩＩＩ－６）任意の形状の異形材（窓板）および羽目板。
【０２２３】
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　ＩＩＩ－７）ガラス代用品、特に押出もしくは同時押出されたプレート、建造物（一体
構造、二重壁もしくは多重壁）、航空機、学校用のガラス、押出シート、建築用ガラス、
電車、輸送機関、衛生用品および温室のための窓フィルム。
【０２２４】
　ＩＩＩ－８）プレート（壁、カッティングボード）、押出コーティング（印画紙、テト
ラパックおよびパイプコーティング）、サイロ、木材代用品、プラスチック板材、木材複
合体、壁、表面、家具、装飾フォイル、床材（内装および外装用途）、床、踏み板および
タイル。
【０２２５】
　ＩＩＩ－９）給気用および排気用のマニホルド。
【０２２６】
　ＩＩＩ－１０）セメント用途、コンクリート用途、コンポジット用途およびカバー、羽
目板およびクラッディング、手すり、手すり子、キッチン天板、屋根、屋根板、タイルお
よび幌。
【０２２７】
　ＩＶ－１）プレート（壁およびカッティングボード）、トレイ、人工芝、合成芝（例え
ばＡｓｔｒｏＴｕｒｆ（登録商標））、スタジアムの競技場（屋外競技場）用の人工カバ
ー、スタジアムの競技場（屋外競技場）用の人工床およびテープ。
【０２２８】
　ＩＶ－２）長繊維および短繊維の織布、繊維（絨毯／衛生用品／ジオテキスタイル／モ
ノフィラメント；フィルタ；ワイプ／カーテン（シェード）／医療用途）、ばら繊維（ガ
ウン／防護衣などの用途）、ネット、ロープ、ケーブル、糸、紐、スレッド、安全シート
ベルト、衣類、下着、手袋；ブーツ、ゴム靴、女性用下着、衣服、水着、運動着、傘（パ
ラソル、日よけ）、パラシュート、パラグライダー、帆、「バルーンシルク（ｂａｌｌｏ
ｏｎ－ｓｉｌｋ）」、キャンプ用品、テント、空気ベッド、サンベッド、バルクバッグお
よびバッグ。不織布、例えば医療用布および関連服飾品、工業用服飾品、アウトドア布、
室内調度品および建築用布。
【０２２９】
　ＩＶ－３）屋根、トンネル、ゴミ捨て場、池、ゴミ捨て場用のメンブレン、絶縁材、カ
バーおよびシール、壁屋根用メンブレン、ジオメンブレン、水泳プール、カーテン（シェ
ード）／日よけ、オーニング、キャノピー、壁紙、食品包装材およびラッピング（フレキ
シブルおよびソリッド）、医療用包装（フレキシブルおよびソリッド）、エアバッグ／安
全ベルト、アームレストおよびヘッドレスト、絨毯、中央制御盤、ダッシュボード、コッ
クピット、ドア、オーバーヘッドコンソールモジュール、ドアトリム、ヘッドライナー、
屋内照明、屋内ミラー、パーセルシェルフ、リアラゲッジカバー、シート、ステアリング
コラム、ステアリングホイール、テキスタイルおよびトランクトリム。
【０２３０】
　Ｖ）フィルム（包装、ゴミ捨て場、ラミネート、農業および園芸、温室、マルチ、トン
ネル、サイレージ）、ベールラップ、水泳プール、ゴミ袋、壁紙、ストレッチフィルム、
ラフィア、淡水化フィルム、バッテリーおよびコネクタ。
【０２３１】
　ＶＩ－１）食品包装およびラッピング（フレキシブルおよびソリッド）、ボトル。
【０２３２】
　ＶＩ－２）貯蔵システム、例えば箱（クレート）、ラゲッジ、チェスト、家庭用箱、パ
レット、棚、トラック、ねじ受け、パックおよび缶。
【０２３３】
　ＶＩ－３）カートリッジ、シリンジ、医療用途、あらゆる輸送用コンテナ、ゴミ箱およ
びくず入れ、ゴミ袋、ビン、ゴミ入れ、ゴミ用ポリ袋、ウィーリー・ビン、汎用容器、水
／使用済み水／化学薬品／ガス／オイル／ガソリン／ディーゼル用のタンク、タンク内張
り、箱、クレート、バッテリーケース、樋、医療用デバイス、例えばピストン、眼部用途
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、診断デバイスおよび医薬品ブリスター用の包装。
【０２３４】
　ＶＩＩ－１）押出コーティング（印画紙、テトラパック、パイプコーティング）、任意
の種類の家庭用品（例えば用具、サーモスボトル／衣類ハンガー）、固定システム、例え
ばプラグ、ワイヤおよびケーブルクランプ、ジッパー、ファスナー、ロックおよびスナッ
プクロージャー。
【０２３５】
　ＶＩＩ－２）支持デバイス、余暇のための物品、例えばスポーツデバイスおよびフィッ
トネスデバイス、体操マット、スキーブーツ、インラインスケート、スキー、ビッグフッ
ト、競技面（例えばテニス場）、ボトルおよび缶のためのねじ蓋、蓋および栓。
【０２３６】
　ＶＩＩ－３）一般家具、発泡された物品（クッション、衝撃吸収材）、フォーム、スポ
ンジ、皿洗い布、マット、ガーデンチェア、スタジアムシート、テーブル、カウチ、おも
ちゃ、組み立てキット（ボード／フィギュア／ボール）、おもちゃの家、てすりおよびお
もちゃの乗り物。
【０２３７】
　ＶＩＩ－４）光学データ記憶および磁気データ記憶のための材料。
【０２３８】
　ＶＩＩ－５）台所用品（食べる、飲む、調理する、貯蔵する）。
【０２３９】
　ＶＩＩ－６）ＣＤ、カセットテープおよびビデオテープ用の箱、ＤＶＤ電子商品、あら
ゆる種類の事務用具（ボールペン、スタンプおよびインクパッド、マウス、棚、レール）
、あらゆる容量および内容のボトル（飲料、洗剤、香水を含む化粧品）および接着テープ
。
【０２４０】
　ＶＩＩ－７）履き物（靴／靴底）、インソール、スパッツ、接着剤、構造接着剤、食品
箱（果実、野菜、肉類、魚類）、合成紙、ボトル用のラベル、カウチ、人工関節（ヒト）
、印刷版（フレキソ印刷）、プリント回路板およびディスプレイ技術。
【０２４１】
　ＶＩＩ－８）充填物を含むポリマー（タルク、白亜、陶土（カオリン）、ウォラストナ
イト、顔料、カーボンブラック、ＴｉＯ2、マイカ、ナノ複合物、ドロマイト、珪酸塩、
ガラス、アスベスト）のデバイス。
【０２４２】
　フィルム、パイプ、異形材、ボトル、タンク、容器または繊維である造形物品である物
品が好ましい。
【０２４３】
　成形された造形物品が好ましい。特に、成形は、射出成形、ブロー成形、圧縮成形、回
転成形、スラッシュ成形または押出成形によって行われる。
【０２４４】
　本発明の更なる一実施形態は、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物、すなわち成分
ｂ）の、酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやすい有機材料、すなわち成
分ａ）を酸化、熱もしくは光による分解に対して安定化するための使用に関する。
【０２４５】
　成分ｂ）を、フォームの形のポリウレタンをスコーチに対して安定化するために用いる
使用が好ましい。
【０２４６】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の、更なる添加剤と組み合わせての、酸化的分
解、熱的分解もしくは光誘発性分解を受けやすい有機材料を酸化、熱もしくは光による分
解に対して安定化するための使用が好ましい。
【０２４７】
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　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の、フェノール系酸化防止剤または式Ｉ－Ｐ、
Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステ
ルである更なる添加剤と組み合わせての、酸化的分解、熱的分解もしくは光誘発性分解を
受けやすい有機材料を酸化、熱もしくは光による分解に対して安定化するための使用が好
ましい。
【０２４８】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の、フェノール系酸化防止剤である更なる添加
剤および式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルまたは亜ホ
スホン酸エステルである第二の更なる添加剤と組み合わせての、酸化的分解、熱的分解も
しくは光誘発性分解を受けやすい有機材料を酸化、熱もしくは光による分解に対して安定
化するための使用が好ましい。
【０２４９】
　式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の、フェノール系酸化防止剤である更なる添加
剤および式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルまたは亜ホ
スホン酸エステルである第二の更なる添加剤と組み合わせての、酸化的分解、熱的分解も
しくは光誘発性分解を受けやすい、ポリオレフィンまたはそのコポリマーである有機材料
を酸化、熱もしくは光による分解に対して安定化するための使用が好ましい。
【０２５０】
　成分ａ）の加工は、成分ａ）を、熱へと、例えば１３５℃～３５０℃の範囲の温度へと
、特に１５０℃～３４０℃の温度へと、成分ａ）の加工の時間の間に短時間晒すこととし
て特徴付けられる。加工時間は、例えば可使時間に対して短い、例えば１週間超に対して
は１時間未満である。使用は、一般に、加工の間の温度より低い、例えば０℃～５０℃の
温度で行われる。
【０２５１】
　成分ｂ）を、成分ａ）を加工の間の酸化的分解もしくは熱的分解に対して安定化するた
めに用いる使用が好ましい。
【０２５２】
　本発明の更なる一実施形態は、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍ

【化１２】

［式中、ＹP、ＹOおよびＹMは、酸素であるか、または共有結合を表し、
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ＹP、ＹOおよびＹMが酸素であるときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
【化１３】

の１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1PがＲ2Pと一緒になって、Ｒ1OがＲ2Oと一緒になって、そしてＲ1MがＲ2Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶ

【化１４】

の１つを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2PがＲ1Pと一緒になって、Ｒ2OがＲ1Oと一緒になって、そしてＲ2MがＲ1Mと一緒にな
って、部分式ＩＩＩ、ＩＶもしくはＶの１つを表し、または
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1
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0－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキ
ル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキ
ル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
ＹP、ＹOおよびＹMが共有結合を表すときに、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ1P、Ｒ1OおよびＲ1Mは、Ｃ6～Ｃ10－アリールであって非置換のＣ6～Ｃ10－アリール
もしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニル
によって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロア
ルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－アルケニル、１つ以上の酸素原子によって
中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つの硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－
アルキルであり、
　Ｒ2P、Ｒ2OおよびＲ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル
、Ｃ1～Ｃ8－アルコキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ1

0－アリール、またはハロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒa1、Ｒa2、Ｒa3およびＲa4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　Ｒb1、Ｒb2、Ｒb3、Ｒb4、Ｒb5およびＲb6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8

－アルキルであり、かつ
　Ｒc1、Ｒc2、Ｒc3およびＲc4は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
ある］の化合物に関する。
【０２５３】
　本発明の更なる一実施形態は、添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルまたは亜ホスホ
ン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤およびアミン系酸化防止剤からなる群
から選択される更なる添加剤と、
を含む前記組成物に関する。
【０２５４】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０である組成物が好ましい。
【０２５５】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比が、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０である添加剤組成物が好ましい。
【０２５６】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）フェノール系酸化防止剤もしくは式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異な
る亜リン酸エステルもしくは亜ホスホン酸エステルである更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２５７】
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　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）フェノール系酸化防止剤である更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２５８】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホ
スホン酸エステルである更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２５９】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オニルオキシメチル］メタン、ステアリルβ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）－プロピオネートまたはトリス－（２，４－ジ－ｔ－ブチル）ホスフィット
である更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６０】
　成分ｄ）として第二の更なる添加剤を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６１】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルまたは亜ホスホ
ン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤およびアミン系酸化防止剤からなる群
から選択される更なる添加剤と、
ｄ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルまたは亜ホスホ
ン酸エステル、酸捕捉剤、フェノール系酸化防止剤およびアミン系酸化防止剤からなる群
から選択される第二の更なる添加剤と、
を含むが、但し、成分ｃ）が成分ｄ）とは異なる物質である添加剤組成物が好ましい。
【０２６２】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比は、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０であり、かつ成分ｂ）の成分ｄ）に対する質量比が、１０：１～１
：３０、特に４：１～１：２０、殊に２：１～１：１０である組成物が好ましい。
【０２６３】
　成分ｂ）の成分ｃ）に対する質量比は、１０：１～１：３０、特に４：１～１：２０、
特に２：１～１：１０であり、かつ成分ｂ）の成分ｄ）に対する質量比が、１０：１～１
：３０、特に４：１～１：２０、殊に２：１～１：１０である添加剤組成物が好ましい。
【０２６４】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）フェノール系酸化防止剤である更なる添加剤と、
ｄ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホ
スホン酸エステルである第二の更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６５】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Iの化合物と、
ｃ）テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オニルオキシメチル］メタンまたはステアリルβ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
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ｄ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯもしくはＩ－Ｍの化合物とは異なる亜リン酸エステルもしくは亜ホ
スホン酸エステルである第二の更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６６】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）フェノール系酸化防止剤である更なる添加剤と、
ｄ）トリス－（２，４－ジ－ｔ－ブチル）ホスフィットである第二の更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６７】
　添加剤組成物であって、
ｂ）式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物と、
ｃ）テトラキス－［β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オニルオキシメチル］メタンまたはステアリルβ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）－プロピオネートである更なる添加剤と、
ｄ）トリス－（２，４－ジ－ｔ－ブチル）ホスフィットである第二の更なる添加剤と、
を含む添加剤組成物が好ましい。
【０２６８】
　本発明の更なる一実施形態は、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物の製造方法に関
する。製造のための基本的な合成アプローチは、適切なハロゲン置換されたリン誘導体を
、それぞれのヒドロキシ置換されたベンゾフラノン誘導体と、塩基および場合により溶剤
、特に非プロトン性溶剤の存在下で反応させることである。
【０２６９】
　前記塩基がピリジン、炭酸カリウムまたは炭酸ナトリウムである方法が好ましい。
【０２７０】
　非プロトン性溶剤は、例えばジクロロエタンまたはトルエンである。
【０２７１】
　式Ｉ－Ｐ
【化１５】

［式中、ＹPは酸素である］の化合物の製造方法であって、
　－　式Ｓ－ＩＮ－Ｐ



(60) JP 6445033 B2 2018.12.26

10

20

30

40

【化１６】

の化合物と、式ＰＳ－ＩＮ－Ｐ
【化１７】

の化合物とを、
　塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式ＩＮ－Ｐ

【化１８】

の化合物を得るステップと、
　－　式ＩＮ－Ｐの化合物と、式Ｓ１－ＩＮ－Ｐ
　ＨＯ－Ｒ1P　（Ｓ１－ＩＮ－Ｐ）
の化合物および式Ｓ２－ＩＮ－Ｐ
　ＨＯ－Ｒ2P　（Ｓ２－ＩＮ－Ｐ）
の化合物とを、塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式Ｉ－Ｐ
の化合物を得るステップと、
を含み、前記式中、
　Ｒ1Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
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【化１９】

の１つを表し、または
　Ｒ1Pは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Pは、部分式ＩＩ－Ｐ、ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、または
　Ｒ2Pは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、かつ
　Ｚ1P-IN、Ｚ2P-INおよびＺ3P-INは、互いに独立して、ハロゲンである、前記製造方法
が好ましい。
【０２７２】
　式Ｉ－Ｏ
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【化２０】

［式中、ＹOは酸素である］の化合物の製造方法であって、
　－　式Ｓ－ＩＮ－Ｏ
【化２１】

の化合物と、式ＰＳ－ＩＮ－Ｏ
【化２２】

の化合物とを、
　塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式ＩＮ－Ｏ
【化２３】

の化合物を得るステップと、
　－　式ＩＮ－Ｏの化合物と、式Ｓ１－ＩＮ－Ｏ
　ＨＯ－Ｒ1O　（Ｓ１－ＩＮ－Ｏ）
の化合物および式Ｓ２－ＩＮ－Ｏ
　ＨＯ－Ｒ2O　（Ｓ２－ＩＮ－Ｏ）
の化合物とを、塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式Ｉ－Ｏ
の化合物を得るステップと、
を含み、前記式中、
　Ｒ1Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍ
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【化２４】

の１つを表し、または
　Ｒ1Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Oは、部分式ＩＩ－ＯもしくはＩＩ－Ｍの１つを表し、または
　Ｒ2Oは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、かつ
　Ｚ1O-IN、Ｚ2O-INおよびＺ3O-INは、互いに独立して、ハロゲンである、前記製造方法
が好ましい。
【０２７３】
　式Ｉ－Ｍ
【化２５】

［式中、ＹMは酸素である］の化合物の製造方法であって、
　－　式Ｓ－ＩＮ－Ｍ
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【化２６】

の化合物と、式ＰＳ－ＩＮ－Ｍ
【化２７】

の化合物とを、
　塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式ＩＮ－Ｍ
【化２８】

の化合物を得るステップと、
　－　式ＩＮ－Ｍの化合物と、式Ｓ１－ＩＮ－Ｍ
　ＨＯ－Ｒ1M　（Ｓ１－ＩＮ－Ｍ）
の化合物および式Ｓ２－ＩＮ－Ｍ
　ＨＯ－Ｒ2M　（Ｓ２－ＩＮ－Ｍ）
の化合物とを、塩基および場合により非プロトン性溶剤の存在下で反応させて、式Ｉ－Ｍ
の化合物を得るステップと、
を含み、前記式中、
　Ｒ1Mは、部分式ＩＩ－Ｍ
【化２９】

を表し、または
　Ｒ1Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
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の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ2Mは、部分式ＩＩ－Ｍを表し、または
　Ｒ2Mは、非置換のＣ6～Ｃ10－アリールもしくはＣ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アル
コキシ、ハロゲンもしくは１つのフェニルによって置換されたＣ6～Ｃ10－アリール、Ｃ1

～Ｃ18－アルキル、Ｃ3～Ｃ16－シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ13－アラルキル、Ｃ2～Ｃ18－
アルケニル、１つ以上の酸素原子によって中断されたＣ2～Ｃ30－アルキル、または１つ
の硫黄原子によって中断されたＣ2～Ｃ16－アルキルであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、かつ
　Ｚ1M-IN、Ｚ2M-INおよびＺ3M-INは、互いに独立して、ハロゲンである、前記製造方法
が好ましい。
【０２７４】
　式ＰＳ－ＩＮ－Ｐ、ＰＳ－ＩＮ－ＯおよびＰＳ－ＩＮ－Ｍは、同じ化合物を包含してい
るが、式Ｉ－Ｐ、Ｉ－ＯまたはＩ－Ｍの化合物のための反応スキームにおいては明りょう
にするために個別的に取り扱われている。
【０２７５】
　本発明の更なる一実施形態は、式ＩＮ－Ｐ、ＩＮ－ＯまたはＩＮ－Ｍ
【化３０】

［式中、
　Ｚ1P-IN、Ｚ2P-IN、Ｚ1O-IN、Ｚ2O-IN、Ｚ1M-INおよびＺ2M-INは、互いに独立して、ハ
ロゲンであり、
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルであり
、
　ＲP2、ＲP3、ＲP5およびＲP6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、
　ＲO1、ＲO2、ＲO5およびＲO6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
あり、かつ
　ＲM1、ＲM3、ＲM5およびＲM6は、互いに独立して、水素もしくはＣ1～Ｃ8－アルキルで
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【実施例】
【０２７６】
　以下の実施例は、本発明を更に説明するものであるが、本発明を制限するものではない
。パーセンテージ値は、特に記載がない限り、質量％である。
【０２７７】
　合成例
　該合成手順は、窒素雰囲気下で行われる。
【０２７８】
　特に記載がない限り、出発材料は、例えばＡｌｄｒｉｃｈ社から市販されている。
【０２７９】
　例Ｓ－１：化合物（１０１）の合成
【化３１】

【０２８０】
　１８．６ｇ（５５ミリモル）の化合物（２０１）（ＥＰ２５００３４１Ａの第８頁の例
１により得ることができる）を、８５ｍｌの乾燥１，２－ジクロロエタン中で６５℃に加
熱する。５．１９ｇ（６５ミリモル）の乾燥ピリジンを添加する。２．５ｇ（１８ミリモ
ル）の三塩化リンを２ｍＬの乾燥１，２－ジクロロエタン中に溶かし、それを２０分間に
わたり添加する。該反応物を６５℃で２時間にわたり撹拌する。周囲温度に冷却した後に
、１２０ｍＬのシクロヘキサンを添加し、そして形成された白色沈殿物を濾過し、そして
更なる１２０ｍＬのシクロヘキサンで洗浄する。合したシクロヘキサン部を濃縮乾涸し、
そして白色残留物を７０℃で真空下で３時間にわたり乾燥させる。１５．０ｇ（理論値の
８０％）の化合物（１０１）が白色の非晶質固体として得られる。
【０２８１】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１２８ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．７ｐｐｍ（ｓ，３Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝１０４４。
【０２８２】
　例Ｓ－２：化合物（１０２）の合成
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【化３２】

【０２８３】
　化合物（１０２）は、例１と同様にして、化合物（２０２）（ＥＰ２５００３４１Ａの
第８頁の例１に従って相応の４－ｔ－オクチル－フェノールを使用することによって得る
ことができる）から製造され、非晶質固体として理論値の７１％の収率で得られる。
【０２８４】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１２８ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．７ｐｐｍ（ｓ，３Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝１３８１。
【０２８５】
　例Ｓ－３：化合物（１０３）の合成
【化３３】

【０２８６】
　化合物（１０３）は、例１と同様にして、化合物（２０３）（ＥＰ０６４８７６５Ａの
第３０頁の化合物１１５に従って得ることができる）から製造され、非晶質固体として理
論値の８９％の収率で得られる。
【０２８７】
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　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１４２ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．２ｐｐｍ（ｓ，３Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝１１２８。
【０２８８】
　例Ｓ－４：化合物（１０４）の合成
【化３４】

【０２８９】
　２０．０ｇ（５５ミリモル）の化合物（２０３）を、８５ｍｌの乾燥１，２－ジクロロ
エタン中で６５℃に加熱する。４．７５ｇ（６０ミリモル）の乾燥ピリジンを添加する。
４．９８ｇ（２７ミリモル）の化合物（３０１）（＝ジクロロフェニルホスファン）を５
ｍＬの乾燥１，２－ジクロロエタン中に溶かし、それを２０分間にわたり添加する。該反
応物を還流下で４時間にわたり撹拌する。室温に冷却した後に、溶剤を真空下で除去し、
そして固体残留物を真空下で７０℃で３時間にわたり乾燥させる。１５．４ｇの化合物（
１０４）が、白色の固体として得られる（理論値の６７％）。
【０２９０】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１６９ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．２ｐｐｍ（ｓ，２Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝８４０。
【０２９１】
　例Ｓ－５：化合物（１０５）の合成
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【化３５】

【０２９２】
　２．０ｇ（５ミリモル）の化合物（２０３）を、１０ｍｌの乾燥１，２－ジクロロエタ
ン中に６５℃で溶解させる。その溶液に、引き続き０．５２ｇ（７ミリモル）の乾燥ピリ
ジンを添加し、２０分以内で２．５９ｇ（５ミリモル）の化合物（３０２）（＝２，４，
８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－６－クロロ－ベンゾ［ｄ］［１，３，２］ベンゾジオキ
サホスフェピン、ＵＳ５８５８９０５の第２頁の例１に従って得ることができる）を添加
する。該反応物を、還流下で６時間にわたり撹拌し、室温に冷却し、そして１０ｍＬのペ
ンタンを添加する。その懸濁液を濾過し、残留物を２部の１０ｍＬのジクロロエタンで洗
浄し、そして合した溶剤フラクションを真空下で蒸発乾涸させる。ガラス様の固体残留物
を更に７０℃で真空中で乾燥させる。２．９２ｇの化合物（１０５）が、白色のガラス様
の固体として得られる（理論値の６６％）。
【０２９３】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１４１ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．２ｐｐｍ（ｓ，１Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝８０６。
【０２９４】
　例Ｓ－６：化合物（１０６）の合成
【化３６】
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【０２９５】
　化合物（１０６）は、例５と同様にして、化合物（２０１）および化合物（３０２）か
ら製造され、固体として理論値の８２％の収率で得られる。
【０２９６】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１４３ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．８ｐｐｍ（ｓ，１Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝７７８。
【０２９７】
　例Ｓ－７：化合物（１０７）の合成
【化３７】

【０２９８】
　化合物（１０７）は、例５と同様にして、化合物（２０３）および化合物（３０３）（
＝１，３，７，９－テトラ－ｔ－ブチル－１１－クロロ－５Ｈ－ベンゾ［ｄ］［１，３，
２］ベンゾジオキサホスホシン、ＵＳ５８５８９０５の第２頁の例１に従って得ることが
できる）から製造され、固体として理論値の８７％の収率で得られる。
【０２９９】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１３７ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．３ｐｐｍ（ｓ，１Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝８２０。
【０３００】
　例Ｓ－８：化合物（１０８）の合成
【化３８】

【０３０１】
　化合物（１０８）は、例５と同様にして、化合物（２０３）および化合物（３０４）（
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＝１，３，７，９－テトラ－ｔ－ブチル－１１－クロロ－５－メチル－５Ｈ－ベンゾ［ｄ
］［１，３，２］ベンゾジオキサホスホシン、ＵＳ５８５８９０５の第２頁の例１に従っ
て得ることができる）から製造され、固体として理論値の９０％の収率で得られる。
【０３０２】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１３８ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．３ｐｐｍ（ｓ，１Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝８３４。
【０３０３】
　例Ｓ－９：化合物（１０９）の合成
【化３９】

【０３０４】
　化合物（１０９）は、例５と同様にして、化合物（２０４）（ＥＰ０６４８７６５Ａの
第３０頁の化合物１１５に従って得ることができる）および化合物（３０４）から製造さ
れ、固体として理論値の７５％の収率で得られる。
【０３０５】
　31Ｐ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：１３７ｐｐｍ
　1Ｈ－ＮＭＲ（トルエン－ｄ8）：４．９ｐｐｍ（ｓ，１Ｈ，ラクトン環のＣＨ）
　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳ，ＡＣＰＩポジティブモード）：［Ｍ＋１］+＝８７６。
【０３０６】
　適用例
　以下の既知の安定剤を、本発明による化合物に加えて部分的に使用する。
【０３０７】
　ＡＯ－１は、Ｉｒｇａｎｏｘ　１０１０（ＢＡＳＦの登録商標）であり、それは、ペン
タエリトリトール　テトラキス（３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネート）を含有する。
【０３０８】
　ＡＯ－２は、Ｉｒｇａｎｏｘ　１０７６（ＢＡＳＦの登録商標）であり、それは、オク
タデシル３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートを含
有する。
【０３０９】
　Ｐｈｏｓ－１は、Ｉｒｇａｆｏｓ　１６８（ＢＡＳＦの登録商標）であり、それは、ト
リス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフィットを含有する。
【０３１０】
　ＣａＳｔは、酸捕捉剤として作用する市販のステアリン酸カルシウムである。
【０３１１】
　ＺｎＳｔは、酸捕捉剤として作用する市販のステアリン酸亜鉛である。
【０３１２】
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　ＺｎＯは、酸捕捉剤として作用する市販の酸化亜鉛である。
【０３１３】
　例Ａ－１：成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンホモポリマーの安定
化
　ポリマー加工実験
　塊状／スラリー相重合法からの成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレン
ホモポリマー（ｚｎ－ＰＰ－ホモポリマー）を評価する。加工条件は以下に記載される。
様々な添加剤を、表Ａ－１－１に従って、安定化添加剤を本質的に一切含まない粒状ポリ
マーと一緒にブレンドする。そのブレンドは、ＭＴＩ社製のＭ　１０　ＦＵミキサーを使
用して実施される。次いで入念にブレンドした配合物を、一軸スクリュー押出機（Ｄｒ．
Ｃｏｌｌｉｎ社製のＴｅａｃｈ－Ｌｉｎｅ　Ｅｘｔｒｕｄｅｒ　Ｅ２０Ｔ　ＳＣＤ　１５
；Ｌ／Ｄ＝２５、圧縮３．０８）において２００℃のより低い温度で窒素下に溶融配合す
る。それを、表Ａ－１－１では未通過の押出（ｚｅｒｏ　ｐａｓｓ　ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ
）と示している。これは、酸化的分解によるポリマーへの損害が最小限の良好な溶融混合
を保証する。得られた未通過の押出物を、マドック混合部を備えた一軸スクリュー押出機
で、より高い温度（２８０℃）で外気にさらして複数回にわたり押出する。より高い温度
での酸素（空気）の存在と組み合わせての押出は、ポリマー分解速度を高める。未通過の
、１回目の通過の、３回目の通過の、および５回目の通過の押出物のペレット化試料を回
収し、密封されたプラスチックバッグ中で室温で貯蔵ボックス中で暗所において貯蔵する
。
【０３１４】
　メルトフローレート：試料を、分子量（質量）の保持について試験する。これは、Ｇｏ
ｅｔｔｆｅｒｔ社製のＭＤ－Ｐメルトインデックス試験器でメルトフローレート保持（Ａ
ＳＴＭ－１２３８に準ずる）によって２３０℃および２．１６ｋｇの試験条件で測定され
る。メルトフローレートは、１０分間で規定のオリフィスから流出するポリマーのグラム
数で測定され、グラム／１０分（デシグラム毎分）として示される。
【０３１５】
　表Ａ－１－１
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【表１】

【０３１６】
　処方番号３～５での本発明による化合物の０．０１０５部の添加は、処方番号１に対し
て溶融安定性を改善する。それはまた、亜リン酸エステル系安定剤の含量の不均衡な低下
も可能にする。
【０３１７】
　例Ａ－２－１～例Ａ－２－９：
　ポリマー加工実験
　様々な添加剤を、それぞれの表Ａ－２－１～表Ａ－２－９による組成において、安定化
添加剤を本質的に一切含まない指定され利用される粒状ポリマーと一緒に配合する。その
ブレンドは、ヘンシェルミキサー、ターブラーミキサーまたはキッチンエイドミキサーを
使用して実施される。それらの入念にブレンドした配合物を、二軸スクリュー押出機にお
いて２１０℃（４１０°Ｆ）のより低い温度で窒素下に溶融配合する。それを、該表では
未通過の押出と示している。これは、酸化的分解によるポリマーへの損害が最小限の良好
な溶融混合を保証する。得られた未通過の押出物を、マドック混合部を備えた一軸スクリ
ュー押出機、２６０℃（５００°Ｆ）または２８０℃（５３５°Ｆ）のより高い温度で外
気にさらして複数回にわたり押出する。より高い温度での酸素（空気）の存在と組み合わ
せての押出は、ポリマー分解速度を高める。未通過の、１回目の通過の、３回目の通過の
、および５回目の通過の押出物のペレット化試料を回収し、密封されたプラスチックバッ
グ中で室温で貯蔵ボックス中で暗所において貯蔵する。
【０３１８】
　メルトフローレート：試料を、分子量（質量）の保持について試験する。これは、メル
トフローレート保持によってＡＳＴＭ－１２３８に準じてＴｉｎｉｕｓ－Ｏｌｓｅｎ社製
の押出式プラストメーターで測定される。ポリプロピレン型ポリマー試料の場合、試験条
件は、２３０℃および２．１６ｋｇである。ポリエチレン型ポリマー試料の場合、試験条
件は、１９０℃および２．１６ｋｇまたは２１．６ｋｇである。メルトフロー比は、２１
．６ｋｇでのメルトフローレートを、２．１６ｋｇでのメルトフローレートで割ったもの
として計算される。メルトフローレートは、１０分間で規定のオリフィスから流出するポ
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【０３１９】
　黄色度指数：幾つかの試料の黄色度指数は、多数の押出の間に観察される呈色について
試験され、ＡＳＴＭ－１９２５に準じて３．２ｍｍ（１２５ｍｉｌ）の圧縮成形されたプ
ラークで測定される。色は、ＤＣＩ　ＳＦ６００分光光度計で、大面積視野、正反射光含
む（ｓｐｅｃｔｒａｌ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｎｃｌｕｄｅｄ）、Ｃ光源および視野角
２℃で測定される。これらの測定における色は、黄色度指数として表現される。
【０３２０】
　オーブンエージング：幾つかの試料を、酸化的安定性についてポリマーの融点未満でポ
リマー分解を加速させるためにオーブンエージングを使用して試験する。これは、１ｍｍ
（４０ｍｉｌ）の圧縮成形されたプラークを、炉内での１３５℃の高められた温度への曝
露を均質にするために回転式コンベヤを備えたＢｌｕｅ　Ｍ型強制通風炉に置くことによ
って行われる。破壊は、該プラークを３～４日毎に折り曲げることによりそのプラークが
酸化的分解によりパキッと折れるまでの脆化への日数によって測定される。その時間は日
数で示される。
【０３２１】
　酸化誘導時間：幾つかの試料を、酸化的安定性について該ポリマーの融点より高い温度
で、酸化的環境（酸素）中で１９０℃の高い温度でポリマー溶融物における安定剤の活性
を測定する手段として酸化誘導時間（ＯＩＴ）を使用して試験する。試験は、示差走査熱
量計（ＤＳＣ）で実行される。スキャンは、１０℃／分の加熱速度で窒素下に５０℃から
１９０℃まで収集され、次いで酸素に切り替えて等温条件で維持して破局的酸化となるま
で収集される。破局的酸化（強い発熱として観察される）の始まるまでの時間を分で示す
。
【０３２２】
　例Ａ－２－１：成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンホモポリマーの
安定化
　塊状／スラリー相重合法からの４ｄｇ／分のメルトフローレートを有する成形グレード
のチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンホモポリマー（ｚｎ－ＰＰ－ホモポリマー）を
評価する。
【０３２３】
　表Ａ－２－１
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【表２】

【０３２４】
　低濃度の本発明による化合物（１０５ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（２２０ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、より低い濃度（８２５ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレ
ンドのより高い濃度（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより
良好な性能をもたらす。１３５℃でのオーブンエージングにより測定したときに観察され
るフェノール系酸化防止剤によりもたらされる長期熱的安定性に対する有害作用は存在し
ない。
【０３２５】
　例Ａ－２－２：成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンコポリマーの安
定化
　塊状／スラリー相重合法からの３ｄｇ／分のメルトフローレートを有する成形グレード
のチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンコポリマー（ｚｎ－ＰＰ－コポリマー；コモノ
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マーとして約２質量％のエチレン）を評価する。
【０３２６】
　表Ａ－２－２
【表３】

【０３２７】
　低濃度の本発明による化合物（１０５ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（２２０ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、より低い濃度（８２５ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレ
ンドのより高い濃度（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べてほぼ良好なまたは
より良好な性能をもたらす。
【０３２８】
　例Ａ－２－３：フィルムグレードのチーグラー・ナッタ系の線状低密度ポリエチレンコ
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ポリマーの安定化
　気相重合法からの１９０℃および２．１６ｋｇで２ｄｇ／分のメルトフローレートを有
するフィルムグレードのチーグラー・ナッタ系のポリエチレンコポリマー（ｚｎ－ＬＬＤ
ＰＥ－コポリマー；コモノマーとしてブテン、密度０．９２ｇ／ｃｍ3）を評価する。
【０３２９】
　表Ａ－２－３
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【表４】

【０３３０】
　低濃度の本発明による化合物（１００ｐｐｍ）と組み合わせて、フェノール系酸化防止
剤（２００ｐｐｍ）および通常の亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（３００ｐｐｍ）
からなる組成物は、該フェノール系酸化防止剤（２００ｐｐｍ）および該通常の亜リン酸
エステル系溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１３００ｐｐｍ）の古典的な二元ブ
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前記三元ブレンドは、より低い濃度（６００ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレンドのより高
い濃度（７００ｐｐｍ～１３００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより良好な性能をもたら
す。該フェノール系酸化防止剤によりもたらされる酸化的安定性に対する有害作用は、酸
化誘導時間によって測定されるように観察されない。
【０３３１】
　例Ａ－２－４：成形グレードのＣｒベースの高密度ポリエチレンの安定化
　気相重合法からの１９０℃および２．１６ｋｇで０．３ｄｇ／分のメルトフローレート
を有する成形グレードのクロム触媒型ポリエチレン（Ｃｒ－ＨＤＰＥ；密度０．９５５ｇ
／ｃｍ3）を評価する。
【０３３２】
　表Ａ－２－４



(80) JP 6445033 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

【表５】

【０３３３】
　低濃度の本発明による化合物（１１０ｐｐｍ）と組み合わせて、フェノール系酸化防止
剤（５００ｐｐｍ）および通常の亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（２２０ｐｐｍ）
からなる組成物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該通常の亜リン酸
エステル系溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレ
ンドと比べて、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。前
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記三元ブレンドは、より低い濃度（８３０ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレンドのより高い
濃度（１０００ｐｐｍ～１５００ｐｐｍ）と比べてほぼ良好なまたはより良好な性能をも
たらす。該フェノール系酸化防止剤によりもたらされる酸化的安定性に対する有害作用は
、酸化誘導時間によって測定されるように観察されない。
【０３３４】
　例Ａ－２－５：インフレートフィルムグレードのメタロセン系触媒型の線状低密度ポリ
エチレンコポリマーの安定化
　気相重合法からの０．９１８ｇ／ｃｍ3および１９０℃／２．１６ｋｇで１．０ｄｇ／
分のメルトフローレートを有するインフレートフィルムグレードのメタロセン系触媒型の
線状低密度ポリエチレンコポリマー（メタロセン系触媒型のＬＬＤＰＥ－コポリマー；コ
モノマーとしてヘキセン）を評価する。
【０３３５】
　表Ａ－２－５
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【表６】

【０３３６】
　低濃度の本発明による化合物（１１０ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（４５０ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、同等のまたはより低い濃度（１０６０ｐｐｍ）で、該
通常の二元ブレンド（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより
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良好な性能をもたらす。酸化誘導時間によって測定される該フェノール系酸化防止剤によ
りもたらされる酸化的安定性に対する有害作用は存在しない。
【０３３７】
　例Ａ－２－６：成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンコポリマーの安
定化
　塊状／スラリー相重合法からの２．５ｄｇ／分のメルトフローレートを有する成形グレ
ードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンコポリマー（ｚｎ－ＰＰ－コポリマー－２
．５；コモノマーとして約２質量％のエチレン）を評価する。
【０３３８】
　表Ａ－２－６
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【表７】

【０３３９】
　低濃度の本発明による化合物（１１０ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（４５０ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、同等のまたはより低い濃度（１０６０ｐｐｍ）で、該
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通常の二元ブレンド（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより
良好な性能をもたらす。オーブンエージングにより測定されるフェノール系酸化防止剤に
よりもたらされる長期熱的安定性に対する有害作用は存在しない。
【０３４０】
　例Ａ－２－７：成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンホモポリマーの
安定化
　塊状／スラリー相重合法からの２３０℃／２．１６ｋｇで４ｄｇ／分のメルトフローレ
ートを有する成形グレードのチーグラー・ナッタ系のポリプロピレンホモポリマー（ｚｎ
－ＰＰ－ホモポリマー）を評価する。
【０３４１】
　表Ａ－２－７
【表８】

【０３４２】
　低濃度の本発明による化合物（１２５ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（３７５ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、同等のまたはより低い濃度（１０００ｐｐｍ）で、該
通常の二元ブレンド（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより
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良好な性能をもたらす。
【０３４３】
　例Ａ－２－８：フィルムグレードのチーグラー・ナッタ系の線状低密度ポリエチレンコ
ポリマーの安定化
　気相重合法からの１９０℃／２．１６ｋｇで２ｄｇ／分のメルトフローレートを有する
キャストフィルムグレードのチーグラー・ナッタ系の線状低密度ポリエチレンコポリマー
（ｚｎ－ＬＬＤＰＥ－コポリマー；コモノマーとしてブテン、密度０．９２ｇ／ｃｍ3）
を評価する。
【０３４４】
　表Ａ－２－８
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【表９】

【０３４５】
　低濃度の本発明による化合物（１００ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（２００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（４００ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（２００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
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溶融加工安定化剤（８００ｐｐｍもしくは１２００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、より低い濃度（７００ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレ
ンド（８００ｐｐｍまたは１２００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより良好な性能をもた
らす。酸化誘導時間によって測定される該フェノール系酸化防止剤によりもたらされる酸
化的安定性に対する有害作用は存在しない。
【０３４６】
　例Ａ－２－９：成形グレードのＣｒベースの高密度ポリエチレンの安定化
　気相重合法からの１９０℃／２．１６ｋｇで０．３ｄｇ／分のメルトフローレートを有
する成形グレードのクロム触媒型ポリエチレン（Ｃｒ－ＨＤＰＥ；密度０．９５５ｇ／ｃ
ｍ3）を評価する。
【０３４７】
　表Ａ－２－９
【表１０】

【０３４８】
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　低濃度の本発明による化合物（１１０ｐｐｍ）、フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐ
ｍ）および古典的な亜リン酸エステル系溶融加工安定化剤（３３０ｐｐｍ）からなる組成
物は、該フェノール系酸化防止剤（５００ｐｐｍ）および該古典的な亜リン酸エステル系
溶融加工安定化剤（５００ｐｐｍもしくは１０００ｐｐｍ）の通常の二元ブレンドと比べ
て、メルトフローレートの保持によって測定される良好な性能をもたらす。本発明による
化合物を含む前記三元ブレンドは、より低い濃度（９４０ｐｐｍ）で、該通常の二元ブレ
ンド（１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍ）と比べて良好なまたはより良好な性能をも
たらす。
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